
｢
東
山
法
門｣

の
人
々
の
傳
記
に
つ
い
て

(

上)

伊

吹

敦

は
じ
め
に

禪
宗
の
直
接
的
な
母
胎
と
し
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
道
信

(

五
八
〇-

六
五
一)

、
弘
忍

(

六
〇
一-

六
七
四)

師

弟
に
よ
る
東
山
法
門
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
東
山
法
門
に
つ
い
て
は
、
そ
の
實
態
が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
道
信
の
立

場
が
、
基
本
的
に

『

二
入
四
行
論』

を
承
け
繼
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

(

１)

や
、
彼
ら
の
生
活
が
、
イ
ン
ド
以
來
の
戒
律
に
依
存
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と

(

２)

に
つ
い
て
は
、
既
に
私
見
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
彼
ら
が
い
か
な
る
思
想
を
懷
き
、
い
か
な
る
修
行
を
實
踐
し
た

の
か
等
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
全
く
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
る
。
彼
ら
の
思
想
を
直
接
傳
え
る
文
獻
が
存
在
し
な
い
こ
と

(

３)

、
後
世
に
お

け
る
南
北
二
宗
の
對
立
に
よ
っ
て
東
山
法
門
の
思
想
の
把
握
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
等
の
事
情
が
そ
れ
と
密
接
に
關
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
理
由
に
よ
っ
て
等
閑
に
付
し
て
よ
い
よ
う
な
も
の
で
は
決
し

て
な
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
採
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
弘
忍
や
そ
の
直
弟
子
た
ち
の
行
動
を
通
し
て
、

そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
思
想
を
窺
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
本
拙
稿
で
筆
者
が
企
圖
し
た
の
は
、
正
し
く
こ
れ
な
の
で
あ
る
が
、
こ

う
し
た
研
究
を
行
う
に
當
た
っ
て
先
ず
留
意
す
べ
き
は
、
な
る
べ
く
古
い
資
料
に
基
づ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
點
で
あ
る
。
こ
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れ
は
當
然
で
あ
る
し
、
特
に
禪
宗
で
は
、
重
要
な
人
物
の
傳
記
が
後
世
の
視
點
で
絶
え
ず
書
き
換
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る

か
ら
、
こ
の
點
は
取
り
わ
け
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
、『

宋
高
僧
傳』

な
ど
の
後
世
の
資
料
の
記
述
を
安
易
に
交
え
る
な
ど
し
て
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
點
が
し
ば
し
ば
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
本
拙
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
、
唐
代
の
資
料
の
中
で
も
特
に
成
立
の
古
い
も
の
、
具
體
的
に
言
え
ば
、

ａ.

塔
銘
・
碑
銘
・
墓
誌
銘：

弘
忍
の
直
弟
子
、
あ
る
い
は
孫
弟
子
の
も
の

(

４)

ｂ.

燈
史

(

初
期
禪
宗
史
書)：

杜
朏

(

生
歿
年
未
詳)

撰

『

傳
法
寶
紀』

淨
覺

(

六
八
三-

七
五
〇
？)

撰

『

楞
伽
師
資
記』

撰
者
未
詳

『

歴
代
法
寶
記』

荷
澤
神
會

(

六
八
四-

七
五
八)

原
撰

｢

六
代
の
傳
記

(

５)｣
(『

南
陽
和
尚
問
答
雜
徴
義』

所
載)

ｃ.

そ
の
他：

撰
者
未
詳

『
敦
煌
本
六
祖
壇
經』

圭
峯
宗
密

(
七
八
〇-

八
四
一)

撰

『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

・『

裴
休
拾
遺
問』

等
を
中
心
に
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
、
時
代
の
降
る
資
料
の
使
用
は
、
原
則
と
し
て
從
來
の
説
を
批
判
す
る
な
ど
の
特
殊
な
場
合
に
限

る
こ
と
と
し
た
い
。

註

(

１)

拙
稿

｢｢

東
山
法
門｣

と

｢

楞
伽
宗｣

の
成
立｣

(｢

東
洋
學
研
究｣

四
四
、
二
〇
〇
七
年)

を
參
照
。

(

２)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
叡
山
學
院
で
開
か
れ
た
日
本
佛
教
學
會
學
術
大
會
で
發
表
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
近
く
出
版
さ
れ
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る
年
報
を
參
照
さ
れ
た
い
。

(
３)

｢

第
五
祖
弘
忍
禪
師
述｣

と
し
て
傳
わ
る
文
獻
と
し
て

『

最
上
乘
論』

(『

修
心
要
論』)

が
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
東
山
法
門
の
教
え

を
初
め
て
中
原
に
傳
え
た
法
如
一
派
で
作
ら
れ
た
綱
要
書
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。

(

４)

以
下
、
塔
銘
、
碑
銘
、
墓
誌
銘
を
用
い
る
に
當
た
っ
て
は
、
典
據
と
し
て
實
際
に
使
用
し
た
文
獻
を
註
記
に
掲
げ
る
が
、
碑
銘
等

の
名
稱
は
、
文
獻
に
よ
っ
て
一
定
し
て
お
ら
ず
、
最
も
適
當
と
思
わ
れ
る
も
の
を
採
用
し
た
。
そ
の
た
め
、
註
記
に
示
す
文
獻
と
は
一

致
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
碑
銘
等
が
、
気
賀
澤
保
規『

新
版

唐
代
墓
誌
所
在
總
合
目
録』

(

明
治
大
學
東
洋
史
資
料
叢
刊

三
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
。
以
下
、｢

気
賀
澤｣

と
略
稱)

に
所
載
の
場
合
に
は
、
參
考
の
た
め
、
そ
の
ナ
ン
バ
ー
も
併
記
し
て
お
く
。

(

５)

石
井
本

『

南
陽
和
尚
問
答
雜
徴
義』

の
末
尾
に
付
さ
れ
る
達
摩
か
ら
慧
能
に
至
る
六
人
の
傳
記
を
指
す
。
こ
れ
は
、
も
と
荷
澤

神
會
が
撰
述
し
、｢

師
資
血
脈
傳｣

と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
も
の
は
、『

金
剛
經』

の
傳
授
に
關
す
る
記
述
が
後
か

ら
書
き
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
一
部
、
そ
の
原
型
を
失
っ
た
箇
所
が
あ
る
の
で
、
本
拙
稿
で
は
、
そ
れ
と
區
別
す
る
た
め
、
便
宜
的

に

｢

六
代
の
傳
記｣

と
呼
ん
で
い
る
。

一

弘
忍

弘
忍
に
つ
い
て
我
々
の
知
り
う
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
傳
わ
っ
て
い
る
、
そ
の
わ
ず
か
な
事
跡
に
關
し
て
も
檢

討
す
べ
き
點
が
多
く
見
ら
れ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

１.

弘
忍
の
住
地
と
開
法
の
時
期

弘
忍
に
言
及
す
る
最
も
古
い
資
料
は
、
道
宣

(

五
九
六-

六
六
七)

が
撰
述
し
た

『

續
高
僧
傳』

の

｢

道
信
傳｣

で
あ
る
が
、
そ
こ
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に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

｢
臨
終
語
弟
子
弘
忍
。
可
爲
吾
造
塔
。
命
將
不
久
。
又
催
急
成
。
又
問
。
中
未
。
答
。
欲
至
中
。
衆
人
曰
。
和
尚
可
不
付
囑
耶
。

曰
。
生
來
付
囑
不
少
。
此
語
纔
了
奄
爾
便
絶
。
于
時
山
中
五
百
餘
人
。
竝
諸
州
道
俗
。
忽
見
天
地
闇
冥
。
遶
住
三
里
樹
木
葉
白
。

房
側
梧
桐
樹
曲
枝
向
房
。
至
今
曲
處
皆
枯
。
即
永
徽
二
年
閏
九
月
四
日
也
。
春
秋
七
十
有
二
。
至
三
年
弟
子
弘
忍
等
。
至
塔
開
看

端
坐
如
舊
。
即
移
往
本
處
。
于
今
若
存

(

１)

。｣

こ
れ
に
よ
っ
て
、
弘
忍
が
道
信
の
弟
子
の
代
表
と
し
て
臨
終
に
立
ち
會
っ
た
こ
と
、
入
寂
し
た
次
の
歳
に
も
、
そ
の
亡
骸
の
處
置
を

行
っ
た
こ
と
等
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

『
續
高
僧
傳』

の
記
述
が
東
山
法
門
の
人
々
の
間
で
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『

傳
法
寶
紀』

の

｢

道
信
章｣

に
、

｢

永
徽
二
年
八
月
。
命
弟
子
山
側
造
龕
。
門
人
知
將
化
畢
。
遂
談
究
蜂
起
。
爭
希
法
嗣
。
及
問
將
傳
付
。
信
喟
然
久
之
曰
。
弘
忍

差
可
耳
。
因
誡
囑
再
明
旨
�
。
及
報
龕
成
。
乃
怡
然
坐
化
。
時
地
大
動
。
氛
霧
四
合
。
春
秋
七
十
二
。
後
三
年
四
月
八
日
。
石
戸

自
開
。
容
貌
儼
如
生
日
。
門
人
遂
加
漆
布
。
更
不
敢
閉
。
刊
石
勒
碑
。
中
書
令
杜
正
倫
撰
文
頌
�

(

２)

。｣

と
い
う
の
が
、
明
ら
か
に
こ
れ
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

ａ.
『

續
高
僧
傳』

が
多
く
の
人
が
道
信
の
付
囑
を
得
た
と
す
る
の
に
對
し
て
、『

傳
法
寶
紀』

は
弘
忍
一
人
で
あ
っ
た
と
す
る
。

― ―4



ｂ.
『

續
高
僧
傳』

が
、
道
信
が
亡
く
な
っ
た
の
を

｢

永
徽
二
年
閏
九
月
四
日｣

と
す
る
の
に
對
し
て
、『

傳
法
寶
紀』

は

｢

永
徽

二
年
八
月｣

と
す
る
。

と
い
う
二
つ
の
點
で
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
ａ
は
明
ら
か
に
禪
宗
の
立
場
か
ら
の
改
變
で
あ
る
か
ら
、
史
實
と
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
し
、
ｂ
に
つ
い
て
も
、｢

六
代
の
傳
記｣

の

｢

道
信
傳｣

に
、

｢

至
永
徽
二
年
八
月
。
忽
命
弟
子
元
一
。
遣
於
山
側
造
龕
一
所
。
至
閏
九
月
四
日
。
問
。
龕
成
未
。
報
。
已
成
訖
。
遂
至
龕
所
。

看
見
成
就
。
歸
至
房
。
奄
然
遷
化
。
大
師
春
秋
七
十
有
二
。
是
日
大
地
震
動
。
日
月
無
光
。
林
木
萎
悴
。
葬
經
半
年
。
龕
無
故
自

開
。
至
今
不
閉
。
杜
正
倫
造
碑
文
。
其
碑
見
在
山
中

(

３)

。｣

と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
矛
盾
で
は
な
く
、『
傳
法
寶
紀』

が
、
建
塔
の
時
期
を
記
し
て
、
入
寂
の
時
期
を
記
し
忘
れ
た
も
の
と
見

ね
ば
な
ら
な
い
。

『

續
高
僧
傳』

に
な
い
建
塔
の
時
期
に
つ
い
て
、『

傳
法
寶
紀』

と

｢

六
代
の
傳
記｣

と
が
共
通
す
る
記
述
を
し
て
い
る
の
は
、
兩
者

が
共
に
言
及
す
る
杜
正
倫

(

五
八
七-

六
五
八)

撰
の
碑
文
に
基
づ
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
が

(

４)

、
そ
の
碑
文
そ
の
も
の
が

『

續
高
僧
傳』

を
承
け
て
記
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
述
が

『

續
高
僧
傳』

に
近
い
も
の
と
な
っ
た
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る

(

５)

。
從
っ
て
、
道
信
と

弘
忍
の
關
係
を
記
す
古
い
資
料
が

『

續
高
僧
傳』

以
外
に
存
在
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

『

續
高
僧
傳』

に
よ
れ
ば
、
弘
忍
は
道
信
が
入
寂
す
る
ま
で
從
い
、
そ
の
寂
後
も
少
な
く
と
も
暫
く
の
間
は
雙
峰
山
に
い
た
は
ず
で

あ
る
。
實
際
の
と
こ
ろ
、『

傳
法
寶
紀』

は
、
こ
の
二
人
を
そ
れ
ぞ
れ

｢

唐
雙
峰
山
東
山
寺
釋
道
信｣

｢

唐
雙
峰
山
東
山
寺
釋
弘
忍｣

と
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呼
ん
で
お
り

(

６)

、
そ
の
住
處
を
區
別
し
て
は
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
後
に
な
る
と
次
第
に
兩
者
が
別
の
處
に
い
た
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
ず
、『

楞
伽
師
資
記』

は
、
道
信
を

｢

唐
朝

�
州
雙
峰
山
道
信
禪
師｣

と
呼
ぶ
一
方

(

７)

、
弘
忍
を

｢

唐
朝
�
州
雙
峰
山
幽
居
寺
大
師｣

と
し

(

８)

、
兩
者
と
も
雙
峰
山
に
住
し
た
と
し
な
が

ら
も
、
弘
忍
の
み
に
幽
居
寺
と
い
う
寺
名
を
添
え
て
い
る
。
し
か
し
、
後
に
掲
げ
る
よ
う
に
、｢

弘
忍
章｣

に
お
い
て
は
、
弘
忍
が
修

行
し
た
寺
を
幽
居
寺
と
明
示
し
て
い
る
か
ら
、
弘
忍
は
道
信
の
寺
を
承
け
繼
い
だ
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
、｢

六
代
の
傳
記｣

の

｢

弘
忍
傳｣

に
な
る
と
、

｢

第
五
代
唐
朝
忍
禪
師
。
承
信
大
師
後
。
俗
姓
周
。
黄
梅
人
也
。
得
師
授
記
已
。
遂
居
馮
墓
山
。
在
雙
峯
山
東
。
時
人
號
東
山
法

門
是
也

(

９)

。｣

と
述
べ
て
、
兩
者
が
明
確
に
異
な
る
と
し
、
道
信
が
住
し
た
雙
峰
山
の
東
に
位
置
す
る
馮
墓
山

(｢

馮
茂
山｣

｢

憑
茂
山｣

と
も
標
記
さ
れ

る)

に
居
を
定
め
た
た
め
、
弘
忍
の
教
え
を

｢

東
山
法
門｣

と
呼
ぶ
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
馮
墓
山
に
つ
い
て
は
、
後
に
示
す
よ

う
に
、『

楞
伽
師
資
記』

で
も
弘
忍
の
塔
が
建
て
ら
れ
た
場
所
と
し
て
出
て
く
る
が
、
雙
峰
山
と
の
位
置
關
係
に
つ
い
て
は
、
何
も
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。

時
代
が
降
っ
て
、『

歴
代
法
寶
記』

や

『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

な
ど
に
な
る
と
、
更
に
發
展
し
た
説
が
出
て
く
る
が

(

�)

、
概
し
て
い
え
ば
、

後
に
な
る
ほ
ど
、
弘
忍
が
住
し
た
處
を
憑
茂
山
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
道
信
が
住
し
た
雙
峰
山
と
區
別
し
、
ま
た
、｢

東
山
法
門｣

と
い
う
名
稱
の
由
來
を
兩
者
の
位
置
關
係
に
求
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
、
そ
れ
は
、｢

東
山
法
門｣

が

有
名
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
名
稱
の
説
明
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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そ
う
し
た
經
緯
を
考
え
る
と
、『

續
高
僧
傳』

の
記
述
が
強
く
示
唆
す
る
よ
う
に
、
道
信
の
住
し
た
寺

(｢

幽
居
寺｣

と
い
う
名
稱
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る)

を
弘
忍
が
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

｢

雙
峰
山｣

と
い
う
名
稱
自
體
、
二
つ
の
嶺

を
持
つ
山
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
道
信
が
雙
峰
山
に
入
っ
た
時
、
そ
の
東
の
嶺
に
居
を
定
め
、
そ
の
寺
を
弘
忍
が
承
け
繼
い
で
更

に
有
名
に
し
た
段
階
で

｢

東
山
法
門｣

と
稱
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
弘
忍
の
塔
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う

馮
墓
山
は
、
恐
ら
く
は
、
雙
峰
山
の
中
の
別
峰
か
何
か
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
信
が
入
寂
し
た
後
に
、
弘
忍
が
そ
れ
を
承
け
繼
ぐ
形
で
布
教
を
行
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
開
法
は
、
永
徽
二
年

(

六
五
一)

、
五
十
一
歳
の
時
と
い
う
こ
と
に
な
る

(

�)

。

２.

出
自
と
修
學

次
に
、
時
代
を
遡
っ
て
、
弘
忍
の
出
自
と
、
入
門
の
經
緯
、
雙
峰
山
に
お
け
る
修
行
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
、『

傳
法
寶
紀』

の

｢

弘
忍
章｣

は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

｢

釋
弘
忍
。
黄
梅
人
。
俗
姓
周
氏
。
童
眞
出
家
。
年
十
二
事
信
禪
師
。
性
木
訥
沈
厚
。
同
學
頗
輕
戲
之
。
終
默
無
所
對
。
常
勤
作

役
。
以
體
下
人
。
信
特
器
之
。
晝
則
混
迹
駈
給
。
夜
便
坐
攝
至
曉
。
未
嘗
懈
惓
。
精
至
累
年
。
信
常
以
意
導
。
洞
然
自
覺
。
雖
未

視
諸
經
論
。
聞
皆
心
契

(

�)

。｣

弘
忍
は
黄
梅
の
周
氏
の
出
身
で
、
幼
く
し
て
出
家
、
十
二
歳
で
道
信
に
弟
子
入
り
し
た
が
、
純
朴
な
人
柄
で
、
人
に
何
を
言
わ
れ
よ

う
と
氣
に
せ
ず
、
自
ら
進
ん
で
勞
働
に
從
い
、
ま
た
、
長
年
に
亙
っ
て
修
行
に
努
め
た
結
果
、
悟
り
を
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
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に
對
し
て
、『

楞
伽
師
資
記』

の

｢

弘
忍
章｣

は
、
玄
�(

生
歿
年
未
詳)

の

『

楞
伽
人
法
志』

を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

｢
按
安
州
壽
山
和
上
諱
�
。
撰
楞
伽
人
法
志
云
。
大
師
俗
姓
周
。
其
先
尋
陽
人
。
貫
黄
梅
縣
也
。
父
早
棄
背
。
養
母
孝
障
。
七
歳

奉
事
道
信
禪
師
。
自
出
家
處
幽
居
寺
。
住
度
弘
�
。
懷
抱
貞
純
。
緘
口
於
是
非
之
場
。
融
心
於
色
空
之
境
。
役
力
以
申
供
養
。
法

侶
資
其
足
焉
。
調
心
唯
務
渾
儀
。
師
獨
明
其
觀
照
。
四
儀
皆
是
道
場
。
三
業
咸
爲
佛
事
。
蓋
靜
亂
之
無
二
。
乃
語
默
之
恆
一

(

�)

。｣

出
自
等
は
一
致
す
る
し
、
道
信
の
も
と
で
の
修
行
の
樣
子
に
つ
い
て
も
共
通
す
る
點
が
多
い
が
、
た
だ
、
師
事
し
た
時
の
年
齡
を

『

傳
法
寶
紀』

が

｢

十
二
歳｣
と
す
る
の
に
對
し
て
、『

楞
伽
師
資
記』

は

｢

七
歳｣

と
し
て
い
る
點
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の

點
で
は
、｢

六
代
の
傳
記｣

も

｢

七
歳｣
と
す
る
の
で
、『

傳
法
寶
紀』

の
説
は
孤
立
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
單
な
る
寫
誤
で
な
い
こ
と

は
、『

歴
代
法
寶
記』

の

｢

弘
忍
章｣

が
、
こ
の
矛
盾
を
會
通
し
よ
う
と
し
て
、

｢

唐
朝
第
五
祖
弘
忍
禪
師
、
俗
姓
周
、
黄
梅
人
也
。
七
歳
事
信
大
師
、
年
十
三
入
道
披
衣

(

�)

。｣

と
兩
者
を
折
中
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『

歴
代
法
寶
記』

が

｢

六
代
の
傳
記｣

や

『

楞
伽
師
資

記』

を
參
照
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が

(

�)

、
こ
の
點
か
ら
す
れ
ば
、『

傳
法
寶
紀』

も
見
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『

歴
代
法
寶
記』

は
、
多
く
荷
澤
神
會

(

六
八
四-

七
五
八)

の
説
を
承
け
て
い
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
既
に
神
會
が

『

傳
法
寶

紀』

を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、『

歴
代
法
寶
記』

が
そ
れ
を
參
照
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

『

傳
法
寶
紀』

が
何
に
基
づ
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、『

楞
伽
人
法
志』

は
弘
忍
に
直
接
師
事
し
た
玄
�
の
著
作
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
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信
憑
性
は
高
い
。
し
か
も
、『

楞
伽
師
資
記』

を
見
た
形
跡
が
な
く
、
系
統
を
異
に
す
る
神
會
が
同
じ
説
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
七
歳
參
問
説
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
大
業
四
年

(

六
〇
八)

に
七
歳
で
入
門
し
て
以
來
、

永
徽
二
年

(
六
五
一)

に
至
る
ま
で
、
四
十
三
年
間
に
亙
っ
て
道
信
に
師
事
し
た
こ
と
に
な
ろ
う

(

�)

。

３.

布
教
と
入
寂

次
に
開
法
以
降
の
事
跡
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、『

傳
法
寶
紀』

で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

既
受
付
囑
。
令
望
所
歸
。
裾
�
湊
門
。
日
増
其
倍
。
十
餘
年
間
。
道
俗
受
學
者
。
天
下
十
八
九
。
自
東
夏
禪
匠
傳
化
。
乃
莫
之

過
。
發
言
不
意
。
以
察
機
宜
。
響
對
無
端
。
皆
冥
寂
用
。
上
元
二
年
八
月
。
數
見
衰
相
。
十
八
日
。
因
弟
子
法
如
密
有
傳
。
宣
明

一
如
所
承
。
因
若
不
言
。
遂
泯
然
坐
化
。
春
秋
七
十
四
也

(

�)

。｣

つ
ま
り
、
多
く
の
弟
子
を
集
め
、
意
表
を
つ
く
よ
う
な
自
在
な
指
導
を
行
っ
た
が
、
上
元
二
年

(

六
七
五)

八
月
十
八
日
に
弟
子
の

法
如
に
付
囑
を
行
な
い
、
七
十
四
歳
で
入
寂
し
た
と
い
う
の
で
あ
る

(

從
っ
て
、
六
〇
二-

六
七
五
の
一
生
と
な
る)

。
一
方
、『

楞
伽
師

資
記』

で
は
、『

楞
伽
人
法
志』

の
引
用
の
形
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

｢

時
四
方
請
益
。
九
衆
師
模
。
虚
往
實
歸
。
月
兪
千
計
。
生
不
屬
文
。
而
義
符
玄
旨
。
…
…
ａ

咸
亨
五
年
二
月
。
命
玄
�
等
起
塔
。

與
門
人
運
天
然
方
石
。
累
構
嚴
麗
。
月
十
四
日
。
問
。
塔
成
未
。
奉
答
。
已
了
。
便
云
。
不
可
同
佛
涅
槃
之
日
。
ｂ

乃
將
宅
爲
寺
。

ｃ

又
曰
。
如
吾
一
生
。
教
人
無
數
。
好
者
竝
亡
。
後
傳
吾
道
者
。
只
可
十
耳
。
我
與
神
秀
。
論
楞
伽
經
。
玄
理
通
快
。
必
多
利
益
。

― ―9



資
州
智
�
。
白
松
山
劉
主
簿
。
兼
有
文
性
。
華
州
惠
藏
。
隨
州
玄
約
。
憶
不
見
之
。
嵩
山
老
安
。
深
有
道
行
。
�
州
法
如
。
韶
州

惠
能
。
揚
州
高
麗
僧
智
�
。
此
竝
堪
爲
人
師
。
但
一
方
人
物
。
越
州
義
方
。
仍
便
講
説
。
ｄ

又
語
玄
�
曰
。
汝
之
兼
行
。
善
自
保

愛
。
吾
涅
槃
後
。
汝
與
神
秀
。
當
以
佛
日
再
暉
。
心
燈
重
照
。
ｅ

其
月
十
六
日
。
…
…
已
十
六
中
。
面
南
宴
坐
。
閉
目
便
終
。
春

秋
七
十
四
。
ｆ

禮
葬
於
馮
茂
山
。
塔
中
至
今
。
宛
如
平
昔

(

�)

。｣

多
く
の
弟
子
を
集
め
た
と
す
る
點
、
竝
び
に
入
寂
時
の
世
壽
を
七
十
四
と
す
る
點
で
は
一
致
す
る
が
、

ａ.

入
寂
に
先
だ
っ
て
、
玄
�
ら
の
弟
子
に
塔
を
作
ら
せ
た
と
す
る
。

ｂ.

同
じ
く
、
自
分
の
生
家
を
寺
に
改
め
た
と
す
る
。

ｃ.

同
じ
く
、
十
大
弟
子
に
つ
い
て
語
っ
た
と
す
る
。

ｄ.

付
囑
の
相
手
を
法
如
で
は
な
く
、
神
秀
と
玄
�
と
す
る
。

ｅ.

入
寂
の
日
を
咸
亨
五
年

(

六
七
四)

二
月
十
六
日
と
す
る

(

從
っ
て
、
六
〇
一-

六
七
四
の
一
生
と
な
る)

。

ｆ.

寂
後
、
憑
茂
山
の
塔
中
に
葬
っ
た
が
、
今
も
生
前
と
變
わ
ら
ぬ
姿
で
そ
こ
に
い
る
と
い
う
記
述
を
加
え
て
い
る
。

と
い
う
六
つ
の
點
で
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ｄ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
獻
の
系
統
の
違
い
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
各
派
の

立
場
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
ａ
や
ｆ
は
、
先
に
見
た
道
信
の
事
跡
と
一
致
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
投
影
す
る
形
で
創
作
さ
れ
た

も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、『

楞
伽
人
法
志』

の
著
者
、
玄
�
は
、
弘
忍
の
入
寂
ま
で
從
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
事
實
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
弘
忍
自
身
が
、
師
、
道
信
の
事
跡
に
倣
っ
た
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
し
、
ｆ
と
同
様
の
事
跡
は
、
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弟
子
の
慧
能
な
ど
に
も
傳
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
道
信
以
來
、
そ
う
し
た
傳
統
が
續
い
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ｂ
に
つ
い
て
も
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
弟
子
の
神
秀
や
慧
能
に
同
樣
の
例
が
あ
る
が
、
彼
ら
の
場
合
に
は
、
敕
命
で
寺
が
建
て
ら
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
皇
帝
が
自
ら
の
尊
崇
を
示
す
た
め
に
こ
う
し
た
こ
と
を
行
っ
た
と
い
う
の
は
理
解
し
や
す
い
が
、
弘
忍
が
自
ら
生

家
を
寺
に
し
た
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
寺
の
名
前
が
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
の
も
不
可
解
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
こ
こ
に
は
後
世
の
神
秀
な
ど
の
事
跡
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

殘
る
相
違
點
は
、
ｃ
と
ｅ
の
二
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
節
を
改
め
て
檢

討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

４.

弟
子

先
ず
、
弘
忍
に
は
多
く
の
弟
子
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
代
表
が

『

楞
伽
師
資
記』

に
い
う
十
大
弟
子
で
あ
る
。
十
大
弟
子
に
關

す
る
記
述
は
、『

歴
代
法
寶
記』

に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

｢

忍
大
師
當
在
黄
梅
馮
茂
山
日
。
廣
開
法
門
。
接
引
群
品
。
當
此
之
時
。
學
道
者
千
萬
餘
人
、
其
中
親
事
不
離
忍
大
師
左
右
者
。

唯
有
十
人
。
竝
是
昇
堂
入
室
。
智
�
。
神
秀
。
玄
�
。
義
方
。
智
徳
。
惠
藏
。
法
如
。
老
安
。
玄
約
。
劉
主
簿
等
。
竝
盡
是
當
官

領
袖
。
盍
國
名
僧
。
各
各
自
言
爲
大
龍
象
。
言
爲
得
底
、
乃
知
非
底
也
。
忽
有
新
州
人
。
俗
姓
盧
。
名
惠
能
。
年
二
十
二
。
禮
拜

忍
大
師

(

�)

。
…
…｣

と
な
っ
て
い
る
。『

楞
伽
師
資
記』

が
玄
�
以
外
に
十
大
弟
子
が
あ
っ
た
と
す
る
の
に
對
し
て
、『

歴
代
法
寶
記』

は
慧
能
以
外
に
十
大
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弟
子
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、
十
一
人
の
名
前
は
、
玄
�
、
神
秀
、
智
�
、
劉
主
簿
、
惠
藏
、
玄
約
、
老
安
、
法
如
、
惠
能
、
智
�
�
、

義
方
で
、
い
ず
れ
も
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
前
者
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

の
記
述
は
、
次
の
よ
う
に
、
こ
れ
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。

｢

言
南
北
分
者
。
大
師
廣
開
教
法
。
學
徒
千
萬
。
於
中
久
在
左
右
。
陞
堂
入
室
者
。
即
荊
州
神
秀
。
�
州
法
如
。
襄
州
通
。
資
州

智
�
。
越
州
義
方
。
華
州
慧
藏
。
�
州
顯
。
揚
州
覺
。
嵩
山
老
安
。
竝
是
一
方
領
袖
。
或
闔
國
名
僧
。
雖
各
有
證
悟
。
而
隨
器
不
同
。

未
有
究
了
心
源
者
。
後
有
嶺
南
新
州
盧
行
者
。
年
二
十
二
。
來
謁
大
師
。
…
…
其
神
秀
等
十
人
。
雖
證
悟
未
徹
。
大
師
許
云
。
各
堪

爲
一
方
之
師
。
秀
後
於
嵩
山
。
傳
大
師
宗
教
。
爲
帝
之
師
。
敕
謚
大
通
禪
師
。
時
號
北
宗
。
故
云
南
北
又
分
也
。
餘
如
別
卷

(

�)

。｣

つ
ま
り
、
玄
�
、
劉
主
簿
、
玄
約
、
智
�
の
四
人
を
除
き
、
襄
州
通
、
�
州
顯
、
揚
州
覺
の
三
人
を
加
え
て
、
慧
能
を
含
め
て
十
人

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
思
う
に
、
こ
れ
は
、
別
の
傳
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
に
新
た
に
加
え

ら
れ
た
人
々
の
う
ち
、
襄
州
通
、
揚
州
覺
の
二
人
の
名
前
を

『

裴
休
拾
遺
問』

に
そ
の
ま
ま
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
し

(

�)

、
�
州
顯
に
つ

い
て
も
、
今
日
ま
で
そ
の
碑
銘
、
李
適
之

(

？-

七
四
七)
撰

｢
�
州
龍
興
寺
故
法
現
大
禪
師
碑
銘｣

(

七
四
二
年)

が
知
ら
れ
る
く
ら

い
で
あ
る
か
ら

(

	)

、
宗
密
の
時
代
に
は
相
當
に
有
名
な
人
物
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
宗
密

(

七
八
〇-

八
四
一)

は
、
名
の
み
で
實
體
の
知
ら
れ
な
い
劉
主
簿
、
玄
約
、
智
�
ら
の
人
々
を
除
き

(


)

、
自
ら
が
弘

忍
の
弟
子
と
確
認
し
え
た
人
々
と
入
れ
替
え
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
玄
�
の
存
在
は
、『

楞
伽
師
資
記』

に
よ
っ
て
廣
く
知
ら
れ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
、
彼
を
除
い
た
の
は
故
意
で
あ
り
、
玄
�
が
慧
能
を

｢

一
方
人
物｣

と
す
る
こ
と
に
對
す
る
宗
密
の
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反
撥
を
示
す
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。

だ
と
す
れ
ば
、
十
大
弟
子
に
關
す
る
説
は
、
全
て

『

楞
伽
師
資
記』

(

あ
る
い
は

『

楞
伽
人
法
志』)

に
由
來
す
る
も
の
と
見
做
す
こ
と

が
で
き
る
。
同
じ
く
、
入
寂
ま
で
弘
忍
に
從
っ
た
法
如
の
系
統
の
資
料
に
全
く
こ
れ
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
説
は
、
淨
覺

(

あ
る
い
は
玄
�)

の
創
作
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『

楞
伽
師
資
記』
が
、
ほ
と
ん
ど
實
體
の
知
ら
れ
な
い
人
々
も
加
え
て
十
人
と
し
て
い
る
の
は
、
ブ
ッ
ダ
や
孔
子
の
十
大
弟
子
に
擬

え
る
た
め
に
敢
え
て
擧
げ
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
し
た
人
々
に
つ
い
て
は
無
視
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
他
の
人

物
に
關
す
る
記
述
は
、
著
者
の
評
價
や
思
想
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
神
秀
が
他
の
弟
子
と
は
別
格
に
扱
わ
れ
、
ま
た
、
慧
安

(

老
安)

の
評
價
も
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
後
に
論
ず
る
よ
う
に
、
こ
の
二
人
が
玄
�
と
同
じ
く
帝
師
に
な
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
智
�(

六
〇
九-

七
〇
二)

に

つ
い
て
は
、｢

兼
有
文
性｣

と
そ
こ
そ
こ
の
評
價
で
あ
る
が
、
法
如
と
慧
能
は
、｢

此
竝
堪
爲
人
師
。
但
一
方
人
物｣

と
扱
い
が
甚
だ
輕

い
。
東
山
法
門
を
初
め
て
中
原
に
傳
え
た
法
如
の
意
義
は
、
禪
宗
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う
に
扱
う
の

は
、
明
ら
か
に
意
圖
的
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
淨
覺

(
あ
る
い
は
玄
�)

は
法
如
を
輕
く
扱
う
こ
と
で
、
弘
忍
の
弟
子
の
代
表
と
し
て
の

神
秀
と
玄
�
の
地
位
を
引
き
立
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
慧
能
が
法
如
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
て
い
る

の
も
、
そ
の
表
向
き
の
評
價
と
は
裏
腹
に
、
彼
の
存
在
が
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
後

に
論
ず
る
よ
う
に
、
玄
�
が
敕
命
で
入
内
し
た
際
に
、
慧
能
に
對
し
て
も
同
樣
の
詔
敕
が
發
せ
ら
れ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
も
、
そ
れ
を
意
識
し
た
記
述
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

『

楞
伽
師
資
記』

の

｢

十
大
弟
子｣

は
、
八
世
紀
の
初
め
に
、
弘
忍
の
代
表
的
な
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
人
々
を
擧
げ
た
も
の

と
し
て
貴
重
な
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
幾
人
か
は
、
一
世
紀
後
の
宗
密
の
時
代
に
は
既
に
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
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た
め
、
宗
密
は
、
名
前
を
一
部
差
し
替
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
兩
者
に
共
通
す
る
、
神
秀
、
智
�
、
惠
藏
、
老
安
、
法
如
、
惠
能
、
義

方
の
七
名
に
、
宗
密
が
意
圖
的
に
除
い
た
と
見
ら
れ
る
玄
�
を
加
え
た
八
名
が
最
も
代
表
的
な
弟
子
で
あ
る
と
一
應
は
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
、
惠
藏
と
義
方
に
つ
い
て
は
、
他
に
徴
す
べ
き
資
料
が
何
も
な
い
た
め
、
以
下
に
お
い
て
論
究
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
思
う
に
、
こ
の
二
人
を
宗
密
が
除
か
な
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
差
し
替
え

る
べ
き
人
物
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
智
�
に
つ
い
て
も
、『

歴
代
法
寶
記』

に
簡
單
な
傳
記
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
創
作
と
見
ら
れ
る
か
ら

(

�)

、
こ
れ
に
つ
い
て
も
除
外
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
に
お
い
て
は
、

他
の
五
人
、
即
ち
、
法
如
、
神
秀
、
慧
安
、
玄
�
、
慧
能
の
五
人
に
つ
い
て
、
そ
の
傳
記
を
檢
討
す
る
こ
と
と
し
た
い

(

�)

。

な
お
、
彼
ら
の
生
歿
年
と
、
弘
忍
の
も
と
で
修
行
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
に
見
做
す
こ
と
が
で
き
る

(

そ

の
詳
細
は
、
各
人
の
項
を
參
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
末
尾
の
括
弧
内
は
、
弘
忍
に
師
事
し
て
い
た
と
き
の
年
齡
で
あ
る)

。

神
秀

(

六
〇
六-

七
〇
六)
：

六
五
五
〜
六
六
一
年
の
間
、
弘
忍
に
師
事
す
る

(

五
十
〜
五
十
六
歳)

慧
安

(

五
八
四-

七
〇
八)
：

神
秀
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
弘
忍
に
師
事
す
る

(

七
十
歳
代
か
？)

法
如

(

六
三
八-

六
八
九)

：

六
五
八
年
に
入
門
し
、
六
七
四
年
の
弘
忍
の
入
寂
ま
で
從
う

(

二
十
一
〜
三
十
七
歳)

慧
能

(

六
三
八-

七
一
三)

：

六
五
九
年
に
入
門
し
て
以
降
、
數
年
間
、
弘
忍
に
師
事
す
る

(

二
十
二
歳
〜
？)

玄
�(

？-

七
一
八-

？)
：

六
七
〇
年
に
入
門
し
、
六
七
四
年
の
弘
忍
の
入
寂
ま
で
從
う

(

年
齡
未
詳)

神
秀
・
慧
安
・
慧
能
・
法
如
の
四
人
は
、
永
徽
二
年

(

六
五
一)

に
弘
忍
が
道
信
か
ら
雙
峰
山
幽
居
寺
を
承
け
繼
い
で
布
教
を
開
始

し
た
後
、
暫
く
し
て
相
い
前
後
し
て
入
門
し
て
お
り
、
し
か
も
、
修
行
期
間
が
重
な
っ
て
い
た
か
ら
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
相
互
に
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面
識
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
年
齡
的
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
神
秀
や
慧
安
が
、
入
門
時
に
既
に
中
年
、
あ
る
い
は
老

年
に
近
か
っ
た
の
に
對
し
て
、
慧
能
や
法
如
は
ま
だ
二
十
代
で
、
そ
の
間
に
は
、
實
に
五
十
歳
も
の
開
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
四
人
の
間
に
は
弟
子
の
往
來
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
年
齡
差
を
超
え
て
、
親
密
な
關
係
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
玄
�
は
、
弘
忍
最
晩
年
の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
に
は
、
法
如
以
外
の
三
人
は
、
既
に
雙
峰
山
を
去
っ
た
後
で

あ
っ
た
。
從
っ
て
、
彼
ら
の
こ
と
は
話
に
は
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
實
際
に
は
遇
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
法
如
と
は

面
識
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、『

楞
伽
師
資
記』

に
引
か
れ
る

『

楞
伽
人
法
志』

の
記
述
か
ら
は
、
む
し
ろ
彼
へ
の
對
抗
意
識
が
感

じ
ら
れ
、
玄
�
の
特
異
性
が
際
だ
っ
て
い
る
。

玄
�
の
生
歿
年
は
知
ら
れ
な
い
が
、
入
門
の
時
期
か
ら
す
れ
ば
、
法
如
や
慧
能
よ
り
幾
分
若
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
弘
忍

の
入
寂
ま
で
從
っ
た
と
い
う
點
で
は
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
法
如
も
同
じ
で
あ
り
、
し
か
も
、
師
事
し
た
期
間
で
は
遙

か
に
及
ば
な
い
。
た
だ
、
皇
帝
に
招
か
れ
た
と
い
う
點
で
は
法
如
に
優
る
が
、
注
目
度
は
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『

楞
伽
師
資
記』

の
法
如
に
對
す
る
扱
い
に
は
、
そ
う
し
た
玄
�
の
地
位
が
大
い
に
關
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
弟
子
の
例
か

ら
見
て
、
玄
�
自
身
が
兄
弟
子
に
對
し
て
惡
意
を
抱
い
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
恐
ら
く
、『

楞
伽
師
資
記』

の
記
述
は
、
弟
子
、

淨
覺
の
意
向
が
前
面
に
出
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
弘
忍
が
入
寂
に
際
し
て
、
玄
�
に
對
し
て
、
神
秀
と
共
に
法
門
を
守
る
よ
う
遺
命
し

た
と
す
る

『

楞
伽
師
資
記』

の
記
述
も
、
東
山
法
門
に
お
け
る
玄
�
の
地
位
を
考
え
る
と
事
實
と
は
認
め
が
た
い
。
こ
れ
も
淨
覺
の
創

作
と
見
る
べ
き
で
あ
る

(

�)

。
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５.

入
寂
の
時
期

弘
忍
の
入
寂
の
時
期
に
つ
い
て
は
異
説
が
多
い
。
上
に
見
た
よ
う
に
、『

傳
法
寶
紀』

が
、｢

上
元
二
年
八
月
十
八
日｣

と
す
る
の
に

對
し
て
、『
楞
伽
師
資
記』

は
、｢

咸
亨
五
年
二
月
十
六
日｣

と
し
て
い
る
が

(

後
に
示
す
よ
う
に
、｢

唐
中
岳
沙
門
釋
法
如
禪
師
行
状｣

が

｢

咸
亨
五
年｣
と
す
る
の
も
こ
れ
と
一
致
す
る)

、
こ
の
他
に
も
、｢

六
代
の
傳
記｣

は
、｢

上
元
年
二
月
十
一
日｣

と
す
る
別
の
説
を
傳
え

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
柳
田
聖
山
氏
や
葛
兆
光
氏
ら
は
、｢

上
元
元
年
二
月
十
一
日｣

の

｢

元｣

を
脱
し
た
も
の
と
見
做
し
て
い

る
が

(

�)

、｢

六
代
の
傳
記｣
の
説
を
繼
承
し
た

『

歴
代
法
寶
記』

が

｢

上
元
二
年
二
月
十
一
日｣

と
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、｢

二｣

を
脱
し

た
と
見
る
の
が
當
然
で
あ
る

(
�)

。

從
っ
て
、
弘
忍
の
入
寂
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
日
の
相
違
を
無
視
す
れ
ば
、『

楞
伽
師
資
記』

等
の
説
く

｢

咸
亨
五
年

(

六
七
四)

二
月
説｣

、｢

六
代
の
傳
記｣

等
の
説
く
｢

上
元
二
年

(

六
七
五)

二
月
説｣

、『

傳
法
寶
紀』

の
説
く

｢

上
元
二
年

(

六
七
五)

八
月
説｣

の
三
つ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
關
聯
し
て
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

以
上
を
通
じ
て
、
月
日
の
端
數
を
別
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
古
い
咸
亨
五
年
説
が
お
そ
ら
く
正
し
い
。
じ
つ
は
、
咸
亨
五
年
は
、

こ
の
年
の
八
月
に
改
元
さ
れ
て
上
元
元
年
と
な
る
か
ら
、
上
元
元
年
説
は
、
咸
亨
五
年
説
と
一
致
す
る
。
こ
の
説
は
、
上
元
元
年

を
筆
寫
し
て
上
元
�
年
と
す
る
う
ち
に
、
こ
れ
を
上
元
二
年
と
讀
み
誤
っ
た
も
の
ら
し
く
、
本
書

(

著
者
註：

『

傳
法
寶
紀』

を
指

す)

は
そ
う
し
た
最
初
の
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
と
な
る

(

�)

。｣

確
か
に
、
弘
忍
の
入
寂
ま
で
從
っ
た
法
如
と
玄
�
の
二
人
が
一
致
し
て
傳
え
る

｢

咸
亨
五
年
説｣

は
信
憑
性
が
高
い
。
從
っ
て
、
咸

亨
五
年
の
入
寂
を
史
實
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、｢

上
元
二
年
説｣
を
寫
誤
に
由
來
す
る
と
す
る
見
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
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か
。
多
く
の
資
料
が
弘
忍
の
入
寂
を

｢

二
月｣

と
す
る
が
、｢

上
元
元
年｣

に
は

｢

二
月｣

が
な
い
か
ら
、
そ
も
そ
も

｢

上
元
〃
年
二

月｣
と
書
く
は
ず
は
な
く
、
從
っ
て
、
そ
れ
を

｢

上
元
二
年
二
月｣

と
誤
る
は
ず
も
な
い
。『

傳
法
寶
紀』

の
よ
う
に
、｢

八
月｣

と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、｢

上
元
�
年
八
月｣

と
書
い
た
の
を

｢

上
元
二
年
八
月｣

に
誤
る
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
う
る
が
、
こ
れ
は

『

傳
法
寶
紀』
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
孤
立
し
た
説
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
は
採
用
し
が
た
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、｢

上
元

二
年
説｣

が
寫
誤
に
由
來
す
る
と
す
る
柳
田
氏
の
説
に
は
從
い
に
く
い
。

思
う
に
、
史
實
に
基
づ
く

｢

咸
亨
五
年
説｣

と
は
全
く
別
に
、｢

上
元
二
年
入
寂｣

と
い
う
誤
っ
た
説
が
、
早
く
か
ら
流
布
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
後
に
論
ず
る
よ
う
に
、
神
秀
の
碑
銘
で
あ
る

｢

唐
國
師
玉
泉
寺
大
通
禪
師
碑｣

(

以
下
、｢

大
通
禪
師
碑｣

と
略
稱)

が
、
神
秀
が
荊
州
の
玉
泉
寺
に
隸
し
た
の
を
儀
鳳
年
間

(

六
七
六-

六
七
八)

と
し
、
神
會
の
説
を
承
け
た
諸
資
料
が
、
慧
能

が
世
に
出
た
の
を
儀
鳳
元
年
に
置
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
前
年
の
上
元
二
年
に
弘
忍
が
入
寂
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
と

す
る
と
見
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

｢

大
通
禪
師
碑｣

の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
秀
歿
後
數
年
の
内
に
は
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
神
秀
の
周
圍
で
は
、
八

世
紀
の
初
め
に
は

｢

上
元
二
年
説｣

が
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
、
神
秀
の
生
前
に
既
に
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
神

會
系
で
も
、
こ
の
説
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
情
報
は
、
神
秀
や
慧
能
の
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
た
だ

し
、
神
會
は
、
慧
能
に
參
ず
る
前
に
、
神
秀
に
も
師
事
し
た
か
ら
、
彼
が
そ
の
際
に
聞
い
た
情
報
を
元
に
、
後
で
慧
能
傳
が
構
成
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

『

傳
法
寶
紀』

は
、｢

唐
中
岳
沙
門
釋
法
如
禪
師
行
状｣

(

以
下
、｢

法
如
行
状｣

と
略
稱)

に
基
づ
い
て

｢

法
如
章｣

を
書
き
な
が
ら
、

弘
忍
の
入
寂
年
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
異
な
る
説
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
か
基
づ
く
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、『

傳
法
寶
紀』

が
法
如
と
共
に
神
秀
の
權
威
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
、
神
秀
系
の
資
料
に
基
づ
い
た
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ

｢

上
元
二
年
説｣

に
も
、｢

二
月｣

と

｢

八
月｣

の
兩
説
が
あ
る
の
は
、
傳
承
の
間
に
生
じ
た
相
違
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の
こ
と
自
體
、
こ
の
説
の
起
源
が
か
な
り
古
い
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
神
秀
・
慧
安
・
慧
能
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
比
較
的
早
い
時
期
の
弟
子
で
あ
り
、
弘
忍
の
入
寂
の
時
に
は
、

既
に
そ
の
も
と
を
離
れ
て
、
各
地
で
獨
自
に
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
從
っ
て
、
弘
忍
の
入
寂
時
期
は
、
間
接
的
に
し
か
知
り
得
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
思
う
に
、
何
ら
か
の
手
違
い
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
誤
っ
た
情
報
が
傳
え
ら
れ
、
そ
れ
が
人
的
交
流
な
ど
に
よ
っ
て
、

次
第
に
流
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

註

(

１)

大
正
藏
五
〇
、
六
〇
六
中
。

(

２)

柳
田
聖
山

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

(
禪
の
語
録
２
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年)

三
八
〇
頁
。

(

３)

楊
曾
文

『

神
會
和
尚
禪
話
録』
(

中
華
書
局
、
一
九
九
六
年)

一
〇
七-

一
〇
八
頁
。

(

４)

こ
の
碑
文
が
か
つ
て
實
際
に
存
在
し
た
こ
と
は
、
圓
珍

(

八
一
四-

八
九
一)

の

『

智
證
大
師
請
來
目
録』

に
、

｢

信
禪
師
碑
文
一
本
杜
正
倫

杜
正
倫
送
雙
峯
山
信
禪
師
碑
一
本｣

(

大
正
藏
五
五
、一
一
〇
六
下)

と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
の
一
つ
が
こ
れ
に
該
當
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

(

５)
『

續
高
僧
傳』

の

｢

道
信
傳｣

は
、
も
と

『

後
集
續
高
僧
傳』
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
、
一
應
、
貞
觀
二
十
三
年

(

六
四
九)

か
ら
麟
徳
元
年

(

六
六
四)

の
間
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
杜
正
倫
は
、
道
宣
の
人
脈
の
中
に
あ
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
完
成

間
も
な
い
、
あ
る
い
は
編
輯
中
の

『

後
集
續
高
僧
傳』

を
閲
覽
す
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
杜
正
倫
の
生
歿
年
か
ら
す
れ
ば
、
逆
に
道
宣
が
杜
正
倫
撰
の
碑
文
に
基
づ
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
碑
文
に
基
づ
い

た
場
合
、
そ
れ
に
言
及
す
る
の
が
道
宣
の
常
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
、
そ
う
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
碑
文
が

『

續
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高
僧
傳』

に
基
づ
く
と
す
る
と
、
後
世
の
人
は
誰
で
も
そ
れ
を
撰
述
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
杜
正
倫
の
碑
文
そ
の
も
の
が
、

後
世
の
僞
撰
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
ご
と
く
で
あ
る
。

な
お
、『

續
高
僧
傳』

と

『

後
集
續
高
僧
傳』

の
關
係
等
に
つ
い
て
は
、
藤
善
眞
澄

『

道
宣
傳
の
研
究』

(

東
洋
史
研
究
叢
刊
之
六
十
、
京

都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
〇
二
年)

一
七
九-

三
四
〇
頁
、
拙
稿

｢『

續
高
僧
傳』

の
増
廣
に
關
す
る
研
究｣

(
｢

東
洋
の
思
想
と
宗
教｣

七
、
一
九
九
〇
年)

等
を
參
照
。
ま
た
、
道
宣
の
人
脈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢『

續
高
僧
傳』

に
見
る
達
摩
系
習
禪
者
の
諸
相
―
道
宣
の
認

識
の
變
化
が
意
味
す
る
も
の｣

(
｢

東
洋
學
論
叢｣

三
〇
、
二
〇
〇
五
年)

六
二-

六
四
頁
、
七
二-

七
三
頁
を
參
照
。

(

６)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
五
三
頁
。

(

７)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』
一
八
六
頁
。

(

８)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』
二
六
八
頁
。

(

９)

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』
一
〇
八
頁
。

(

�)
『

歴
代
法
寶
記』

は
、
柳
田
聖
山

『
初
期
の
禪
史
Ⅱ』

(

禪
の
語
録
３
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
二
年)

九
二
頁
、『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

は
、

續
藏
一-

一
四-

三-

二
七
七
張
表
上
を
參
照
。『

歴
代
法
寶
記』

で
は
、
馮
茂
山
は
道
信
の
住
し
た
雙
峰
山
中
に
あ
り
、
東
西
相
い
去
る

こ
と
遙
か
で
な
い
の
で
、｢

東
山
法
門｣

と
呼
ば
れ
た
と
し
、『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

で
は
、
馮
墓
山
の
北
山
に
住
ん
だ
が
、
そ
れ
が
雙
峰
山
の

東
に
あ
っ
た
の
で
、｢

東
山
法
門｣

と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

(

�)
『

宋
高
僧
傳』

の

｢

法
持
傳｣

で
は
、
法
持

(

六
三
五-
七
〇
二)

は
、
十
三
歳
で
弘
忍
の
弟
子
と
な
っ
た
と
す
る
。
法
持
の
十
三
歳
は

貞
觀
二
十
一
年

(

六
四
七)

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
は
弘
忍
の
開
法
以
前
に
師
事
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
葛
兆
光
氏
は
、『

中
國
禪

思
想
史
―
從
６
世
紀
到
９
世
紀』

(

北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
五
年)

に
お
い
て
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
事
實
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が

(

一

一
七
頁)

、
後
世
、
法
持
の
傳
記
を
創
作
し
た
際
に
、
史
實
の
攷
證
を
充
分
に
行
わ
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
錯
誤
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
八
六
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

二
七
三
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅱ』

九
二
頁
。
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(
�)

『

歴
代
法
寶
記』

の
傳
記
が

｢

六
代
の
傳
記｣

に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
た
、『

歴
代
法
寶
記』

に
は

『

楞
伽
師

資
記』

へ
の
批
判
も
見
ら
れ
る
か
ら

(

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅱ』

五
九
頁)

、
そ
れ
を
參
照
し
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

(

�)
｢

六
代
の
傳
記｣

は
、
弘
忍
が
道
信
に
師
事
し
た
期
間
を
三
十
年
と
し
、
開
法
期
間
も
三
十
年
と
す
る
が

(

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』

一
〇
七
頁)
、
こ
れ
は
史
實
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
神
會
は
、
漠
然
と
概
數
を
擧
げ
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

�)

前
掲

『
初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
八
六
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

二
七
三
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅱ』

一
二
二
頁
。
同
樣
の
記
載
は
、
九
二-

九
三
頁
に
も
見
え
る
が
、
そ
こ
で
は
、｢

除
惠
能
、
餘
有
十
爾｣

と
言

い
な
が
ら
、
義
方
を
脱
す
る
た
め
實
際
に
は
、
九
人
し
か
擧
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

(

�)

續
藏
一-

一
四-

三-

二
七
七
張
表
上
。

(

�)

た
だ
し
、
彼
ら
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
續
藏
本
の
み
で
、
古
形
を
止
め
る
と
思
わ
れ
る
眞
福
寺
本
に
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。
從
っ

て
、
後
人
が
書
き
加
え
た
可
能
性
も
完
全
に
は
排
除
さ
れ
な
い
。

(

	)
『

全
唐
文』

三
〇
四
。

(


)

た
だ
し
、
玄
約
に
つ
い
て
は
、『

歴
代
法
寶
記』

に
、
久
視
年
間

(

七
〇
〇-

七
〇
一)

に
神
秀
、
玄
�
、
慧
安
と
と
も
に
則
天
に
宮
中

に
招
か
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る

(

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅱ』

一
二
九
頁)

。
宇
井
伯
壽
氏
や
楊
曾
文
氏
は
、
こ
れ
を
史
實
と
認
め
る
が
、
他

に
こ
れ
に
言
及
す
る
資
料
が
見
い
だ
せ
な
い
上
に
、『
歴
代
法
寶
記』

の
創
唱
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
の
な
い
、
智
�
の
入
内
供
養
に
關
す
る

記
述
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
杜
繼
文
・
魏
道
儒
兩
氏
な
ど
が
説
く
よ
う
に
、
こ
れ
も
、『

歴
代
法
寶
記』

の
創
作
と
見

做
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
著
作
を
參
照
せ
よ
。

宇
井
伯
壽

『

禪
宗
史
研
究』

(

岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年)

一
四
八-

一
五
〇
頁
。

楊
曾
文

『

唐
五
代
禪
宗
史』

(

中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
九
年)
二
五
七
頁
。

杜
繼
文
・
魏
道
儒

『

新
版

中
國
佛
教
通
史』

(

江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年)

一
四
〇
頁
。

(

)

た
だ
し
、
宗
密
の
著
作
に
は
玄
�
の
名
は
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
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(
�)

『

歴
代
法
寶
記』

の
智
�
の
傳
記
の
う
ち
、
入
内
供
養
等
が
創
作
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
柳
田
聖
山

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

(

法
藏
館
、

一
九
六
七
年)

二
八
〇-

二
八
一
頁
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
三
歳
で
二
十
歳
の
玄
奘
に
師
事
し
、
更
に
、
弘
忍
の
名
聲
を

聞
い
て
玄
奘
の
も
と
を
辭
し
た
と
さ
れ
る
の
が
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
書
の
二
九
〇
頁
の
註
⑦
や
前
掲

『

初
期

の
禪
史
Ⅱ』

一
三
八-

一
三
九
頁
で
觸
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
智
�
が
弘
忍
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
自
體
は
、
智
�
―
處
寂
―
承
遠
と
嗣

ぐ
南
嶽
承
遠

(
七
一
二-

八
〇
二)

の
碑
文
で
あ
る
、
呂
温

(

七
七
二-

八
一
一)

撰

｢

南
嶽
彌
陀
寺
承
遠
和
尚
碑｣

(

八
〇
二
年
。『

全
唐

文』

六
三
〇)
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
疑
う
必
要
は
な
い
。

(

�)

禪
宗
史
的
に
見
れ
ば
、
後
に
牛
頭
宗
の
祖
と
さ
れ
る
法
持

(

六
三
五-

七
〇
二)

も
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
古
く
は
、
そ
の
存
在
は
必

ず
し
も
有
名
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
楊
曾
文
氏
な
ど
は
、『

楞
伽
師
資
記』

の

｢

十
大
弟
子｣

に
そ
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
な
い
こ
と

を
根
據
に
、
法
持
が
弘
忍
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
る

(

楊
曾
文

｢

牛
頭
法
融
及
其
禪
法｣

釋
恆
清
主
編
〈『

佛

教
思
想
的
傳
承
與
發
展

印
順
導
師
九
秩
華
誕
祝
壽
文
集』

、
一
九
九
五
年
〉
四
三
〇
頁)

。

法
持
が
弘
忍
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、『

宋
高
僧
傳』

以
前
で
は
、『

裴
休
拾
遺
問』

(

續
藏
本)

の
ほ
か
に
は
存
在
せ
ず
、
宗
密

の
他
の
著
作
で
は
、
牛
頭
宗
を
五
祖
下
の
分
出
と
す
る
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
、
同
じ

『

裴
休
拾
遺
問』

で
も
、
古
形
を
傳
え
る
と
思
わ
れ

る
眞
福
寺
本
で
は
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
從
っ
て
、
こ
の

『

裴
休
拾
遺
問』

の
改
變
が
宗
密
自
身
で
は
な
く
、
後
人
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
見
れ
ば
、
楊
氏
の
よ
う
な
説
も
充
分
に
成
り
立
ち
う
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

た
だ
、
續
藏
本

『

裴
休
拾
遺
問』

は
牛
頭
宗
の
法
持
と
は
別
に
五
祖
の
弟
子
と
し
て

｢

江
寧
持｣

を
擧
げ
、
兩
者
が
同
一
人
物
と
氣
づ
い

て
い
な
い
ご
と
く
で
あ
り
、
牛
頭
宗
の
主
張
と
は
別
の
情
報
に
基
づ
い
て
、｢

江
寧
持｣

が
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
假
に
そ
の
よ
う
な
改
編
が
後
世
に
降
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
法
持
を
弘
忍
の
弟
子
と
す
る
何
ら
か
の
古
資
料

が
あ
っ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
く
な
る
。

し
か
も
、
氏
の
説
く
よ
う
に
、
も
し
、
牛
頭
宗
と
東
山
法
門
の
關
係
が
全
て
虚
構
で
あ
る
な
ら
、
牛
頭
宗
は
、
自
ら
が
考
え
出
し
た
、

四
祖
道
信
―
法
融
―
智
巖
―
慧
方
―
法
持
―
智
威
―
慧
忠
・
玄
素

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

｢

牛
頭
宗
六
祖｣

の
系
譜
だ
け
を
主
張
す
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
一
方
で
、
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五
祖
弘
忍
―
法
持

と
い
う
系
譜
を
認
め
る
の
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
り
、
弘
忍
と
法
持
の
間
に
實
際
に
師
弟
關
係
が
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
れ
を
尊
重
し
た
結
果

と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

｢

牛
頭
宗
六
祖｣

の
説
が
成
立
し
た
の
は
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、｢

六
祖｣

に
あ
た
る
牛
頭
慧
忠

(

六
八
三-

七
六
九)

や
鶴
林
玄
素

(

六
六
八-
七
五
二)

の
時
代
以
降
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が

(

實
際
の
と
こ
ろ
、
玄
素
の
碑
銘
で
あ
る
李
華

(

？-

七
六
六
？)

撰

｢

潤

州
鶴
林
寺
故
徑
山
大
師
碑
銘｣

〈
七
五
二
年
。『

全
唐
文』

三
二
〇
〉
に
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る)

、
一
旦
、
そ
れ
が
成
立
し
て
し
ま

え
ば
、
敢
え
て
法
持
を
弘
忍
に
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
く
な
る
。
從
っ
て
、
楊
氏
は
、
法
持
の
弟
子
、
天
保
智
威
の
時
代
に
、
弘
忍
と
法
持

の
師
弟
關
係
が
捏
造
さ
れ
た
が
、
そ
の
弟
子
の
慧
忠
や
玄
素
の
時
代
に
な
る
と
、
そ
れ
に
滿
足
で
き
な
く
な
り
、
更
に

｢

牛
頭
宗
六
祖｣

の

説
が
加
上
さ
れ
た
と
論
ず
る
。
し
か
し
、
遙
か
に
時
代
が
降
っ
て
の
こ
と
な
ら
と
も
か
く
、
法
持
の
直
弟
子
の
時
代
に
、
何
の
關
係
も
な
か
っ

た
弘
忍
と
法
持
と
の
間
に
師
弟
關
係
が
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
無
理
な
想
定
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

從
っ
て
、
法
持
は
實
際
に
弘
忍
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
法
持
に
つ
い
て
は
、『

宋
高
僧
傳』

以
前
の
古
い

傳
記
が
知
ら
れ
ず
、
本
項
の
註(

�)

で
も
觸
れ
た
よ
う
に
、『

宋
高
僧
傳』

の
記
述
に
も
信
じ
が
た
い
點
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
檢
討
對

象
か
ら
外
す
こ
と
と
し
た
い
。

(

�)

こ
の
他
、『

歴
代
法
寶
記』

は
、
弘
忍
が
布
教
を
開
始
し
て
後
の
こ
と
と
し
て
、

１.
｢

狂
賊｣

の

｢

可
達
寒
奴
戮｣

が
町
を
圍
ん
だ
が
、
弘
忍
が
退
散
さ
せ
た
。

２.

顯
慶
五
年

(

六
六
〇)

に
、
高
宗
が
敕
使
を
派
遣
し
て
弘
忍
を
招
い
た
が
赴
か
な
か
っ
た
。

と
い
う
二
つ
の
事
跡
を
傳
え
る
が
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
記
述
は
こ
れ
以
前
に
全
く
見
ら
れ
ず
、『

歴
代
法
寶
記』

の
創
作
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
、『

續
高
僧
傳』

の

｢

道
信
傳｣
に
類
似
し
た
話
が
見
え
、『

歴
代
法
寶
記』

の

｢

道
信
章｣

に
も
再
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
話
を
脱
化
し
て
弘
忍
の
事
跡
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
八
九
頁
、
前
掲

『

中
國
禪
思
想
史
―
從
６
世
紀
到
９
世
紀』

一
六
六
頁
を
參
照
。

(

�)

從
っ
て
、
楊
曾
文
氏
が

｢

六
代
の
傳
記｣

を
校
訂
す
る
に
當
た
っ
て
、｢

至
上
元

[
二]

年｣

と

｢

二｣

を
補
っ
て
い
る
の
は
正
し
い
措
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置
と
い
え
る
が

(

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』

一
〇
八
頁)

、
た
だ
し
、
そ
の
根
據
と
し
て
、『

宋
高
僧
傳』

と

『

傳
法
寶
紀』

を
擧
げ
て

『
歴
代
法
寶
記』

に
言
及
し
な
い
の
は
妥
當
で
は
な
い
。

(

�)
前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
八
九
頁
。

二

法
如

東
山
法
門
を
初
め
て
中
原
に
紹
介
し
た
の
が
法
如
で
あ
る
。
彼
の
傳
記
を
考
え
る
に
當
た
っ
て
先
ず
據
る
べ
き
は
、
撰
者
未
詳
の
彼

の
碑
文
、｢

法
如
行
状｣

で
あ
る
。『

傳
法
寶
紀』

の
記
述
は
明
ら
か
に
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
論
ず
る
よ
う
に
、
著
者

の
杜
朏
は
、
直
接
、
法
如
に
教
え
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
が
知
り
得
た
情
報
を
書
き
加
え
て
お
り
、
大
い
に
參
考
に
な
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
獻
を
中
心
に
、
他
の
資
料
を
交
え
る
こ
と
で
法
如
の
傳
記
を
再
構
成
し
て
み
た
い
。

１.

生
歿
年
・
出
自
と
修
學

先
ず
、
法
如
の
生
歿
年
に
つ
い
て
は
、｢

法
如
行
状｣
に

｢

即
永
昌
元
年
歳
次
己
丑
七
月
二
十
七
日
午
時
。
寂
然
卒
世
。
春
秋
五
十
有
二
。｣

(

１)

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。『

傳
法
寶
紀』

の
記
述
も
こ
れ
と
矛
盾
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
從
う
べ
き
で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
の
生
涯
は
、

貞
觀
十
二
年

(

六
三
八)

生
誕
、
永
昌
元
年

(

六
八
九)

入
寂
と
な
る
。

― ―23



法
如
の
出
自
と
修
學
に
關
し
て
、｢

法
如
行
状｣

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢
大
師
諱
法
如
。
姓
王
氏
。
上
黨
人
也
。
幼
隨
舅
任
�
陽
。
事
青
布
明
爲
師
。
年
十
九
出
家
。
志
求
大
法
。
明
内
隱
禪
智
。
當
人

見
讓
云
。
�
州
忍
禪
師
所
行
三
昧
。
汝
宜
往
諮
受
。
曰
。
敬
聞
命
矣
。
其
後
到
彼
會
中
。
稽
請
畢
已
。
祖
師
默
辯
先
機
。
即
授
其

道
。
開
佛
密
意
。
頓
入
一
乘
。
數
縁
非
縁
。
二
種
都
盡
。
到
清
涼
池
。
入
空
寂
舍
。
可
謂
。
不
動
眞
際
而
知
萬
象
者
也
。
…
…
至

咸
亨
五
年
。
祖
師
滅
度
。
始
終
奉
侍
經
十
六
載

(

２)

。｣

こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

・
上
黨

(

山
西
省)

の
王
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
幼
く
し
て
舅
と
と
も
に
�
陽

(

湖
南
省)

に
行
き
、
惠
明

(

生
歿
年
未
詳
、
青

布
明)

に
學
ん
だ
。

・
顯
慶
元
年

(

六
五
六)

、
十
九
歳
の
時
に
出
家
し
て
、
惠
明
に
教
え
を
請
う
た
と
こ
ろ
、
弘
忍
に
師
事
す
る
よ
う
勸
め
ら
れ
た
。

・
顯
慶
三
年

(

六
五
八)

、
二
十
一
歳
の
頃
、
�
州
に
弘
忍
を
尋
ね
、
そ
の
後
、
咸
亨
五
年

(

六
七
四)

に
弘
忍
が
亡
く
な
る
ま
で
、

十
六
年
に
亙
っ
て
奉
事
し
た
。

こ
こ
に
は
、｢

年
十
九
出
家｣

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
の
得
度
は
中
原
に
出
た
後
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
時
に
正
式
に
得
度
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
單
に
家
を
出
て
寺
に
入
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
、
慧
能
や
慧

安
と
同
樣
に
、
私
度
僧

(

あ
る
い
は
、
行
者)

の
身
分
で
、
弘
忍
の
印
可
を
得
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『

傳
法
寶
紀』

で
は
、
弘
忍
に
參
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じ
た
の
が
惠
明
の
指
示
だ
と
は
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が

(

３)

、
兩
者
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
パ
ラ
レ
ル
な
關
係
に
あ
る
か
ら
、
明
ら

か
に
著
者
の
杜
朏
が
書
き
換
え
た
の
で
あ
り
、｢

法
如
行
状｣

の
説
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
弘
忍
の
開
法
は
永
徽
二
年

(

六
五
一)

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
入
寂
ま
で
は
二
十
三
年
間
で
あ
る
。
法
如

は
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
二
以
上
の
期
間
に
わ
た
っ
て
師
事
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
點
か
ら
し
て
も
、
彼
が
最
も
重
要
な
弟
子
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
餘
地
が
な
い
。

な
お
、『

傳
法
寶
紀』
は
、
弘
忍
の
も
と
で
修
行
を
積
ん
で
い
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

｢

嘗
没
江
舟
。
覆
溺
數
里
。
心
用
弗
動
。
無
所
撓
失
。
及
人
濟
出
。
神
色
如
常

(

４)

。｣

と
い
う
逸
話
を
傳
え
て
い
る
。
長
江
に
流
さ
れ
て
も
全
く
動
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、『

傳
法
寶
紀』

に
は
、
他

に
も
編
者
、
杜
朏
の
作
�
と
見
ら
れ
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
そ
の
よ
う
に
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

杜
朏
は
法
如
と
直
接
、
間
接
に
交
流
を
持
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
直
接
本
人
か
ら
、
あ
る
い
は
、
人
づ
て
に

聞
い
た
情
報
を
書
き
込
ん
だ
と
い
う
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
他
、｢

六
代
の
傳
記｣

は
、
慧
能
が
弘
忍
の
法
を
得
て
竊
か
に
南
方
に
歸
っ
た
際
、
そ
の
得
法
に
初
め
て
氣
づ
い
た
の
が
法
如

で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

衆
人
竝
不
知
覺
。
去
後
經
三
日
。
忍
大
師
言
曰
。
徒
衆
將
散
。
此
間
山
中
無
佛
法
。
佛
法
流
過
嶺
南
訖
。
衆
人
見
大
師
此
言
。

咸
共
驚
愕
不
已
。
兩
兩
相
顧
無
色
。
乃
相
謂
曰
。
嶺
南
有
誰
。
遞
相
借
問
。
衆
中
有
�
州
法
如
云
言
。
此
少
慧
能
在
此
。
各
遂
尋
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趁

(

５)

。｣

『

歴
代
法
寶
記』

も
こ
れ
を
繼
承
す
る
が

(

６)

、
慧
能
の
得
法
に
纏
わ
る
、
こ
れ
ら
一
連
の
記
述
は
、
全
て
神
會
の
創
作
と
見
做
す
べ
き

で
あ
る
か
ら
、
事
實
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
特
に
法
如
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
法
如
に
對
す
る
神
會
の
惡
感
情
を
反

映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、『

定
是
非
論』

に
、

｢

又
今
普
寂
禪
師
在
嵩
山
豎
碑
銘
。
立
七
祖
堂
。
修
法
寶
紀
。
排
七
代
數
。
不
見
著
能
禪
師
處
。
能
禪
師
是
得
傳
授
付
囑
人
。
爲

人
天
師
。
蓋
國
知
聞
。
即
不
見
著
。
如
禪
師
是
秀
禪
師
同
學
。
又
非
是
傳
授
付
囑
人
。
不
爲
人
天
師
。
天
下
不
知
聞
。
有
何
承
稟
。

充
爲
六
代
。
普
寂
禪
師
爲
秀
和
上
豎
碑
銘
。
立
秀
和
上
爲
第
六
代
。
今
修
法
寶
紀
。
又
立
如
禪
師
爲
第
六
代
。
未
審
此
二
大
�
各

立
爲
第
六
代
。
誰
是
誰
非
。
請
普
寂
禪
師
仔
細
自
思
量
看

(

７)

。｣

と
い
う
よ
う
に
、
神
會
が

『

傳
法
寶
紀』

を
普
寂
一
派
の
著
作
と
見
做
し
、
普
寂
が
神
秀
と
と
も
に
法
如
を
六
祖
と
認
め
て
い
る
と
誤

解
し
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

(

８)

。

２.

中
原
へ
の
進
出
と
布
教

弘
忍
歿
後
の
法
如
の
行
動
に
つ
い
て
は
、｢

法
如
行
状｣

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

既
淮
南
化
掩
。
北
遊
中
岳
。
後
居
少
林
寺
。
處
衆
三
年
。
人
不
知
其
量
。
所
以
守
本
全
朴
。
棄
世
浮
榮
。
廉
讓
之
�
。
賢
士
之
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靈
也
。
外
藏
名
器
。
内
洽
玄
功
。
庶
幾
之
道
。
高
遁
之
風
也
。
對
問
辭
簡
。
窮
精
入
微
。
出
有
之
計
。
解
空
之
圍
也
。
機
智
勇
略
。

能
建
法
城
。
安
人
之
友
。
師
者
之
明
也
。
垂
拱
二
年
。
四
海
標
領
僧
衆
。
集
少
林
精
舍
。
請
開
禪
法
。
僉
曰
。
始
自
後
魏
。
爰
降

于
唐
。
帝
代
有
五
。
年
將
二
百
。
而
命
世
之
�
。
時
時
間
出
。
咸
以
無
上
大
寶
。
貽
諸
後
昆
。
今
若
再
振
玄
綱
。
使
朝
聞
者
。
光

復
正
化
。
師
聞
請
已
。
辭
對
之
曰
。
言
寂
則
意
不
亡
。
以
智
則
慮
未
滅
。
若
順
諸
賢
之
命
。
用
隆
先
勝
之
道
。
如
何
敢
矣
。
猶
是

謙
退
三
讓
。
久
乃
許
焉
。
觀
乎
至
人
之
意
。
廣
矣
大
矣
。
深
矣
遠
矣
。
…
…
而
大
化
既
敷
其
事
。
廣
博
群
機
。
隱
變
之
度
。
毫
釐

不
差

(

９)

。｣

こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
事
實
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
弘
忍
の
滅
後
、
北
遊
し
て
嵩
山
に
遊
び
、
少
林
寺
に
住
し
た
が
、
三
年
間
は
、
誰
も
そ
の
力
量
に
氣
づ
か
な
か
っ
た
。

・
し
か
し
、
や
が
て
、
そ
の
能
力
は
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
垂
拱
二
年

(

六
八
六)

、
四
十
九
歳
の
時
、
佛
教
界
を
代
表

す
る
人
々
が
少
林
寺
に
集
ま
り
、
禪
法
を
開
か
ん
こ
と
を
請
う
た
。

・
初
め
、
法
如
は
、
こ
れ
を
拒
ん
だ
が
、
再
三
の
要
請
に
折
れ
て
、
遂
に
こ
れ
を
許
し
、
開
法
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
に
對
し
て

『

傳
法
寶
紀』

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

既
而
密
傳
法
印
。
隨
方
行
道
。
屬
高
宗
昇
遐
度
人
。
僧
衆
共
薦
興
官
名
。
往
嵩
山
少
林
寺
。
數
年
人
尚
未
測
。
其
後
照
求
日
至
。

猶
固
讓
之
。
垂
拱
中
。
都
城
名
�
惠
端
禪
師
等
人
。
咸
就
少
林
。
累
請
開
法
。
辭
不
獲
免
。
乃
祖
範
師
資
。
發
大
方
便
。
令
心
直
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至
。
無
所
委
曲
。
性
朴
直
遇
物
隨
。
或
訶
析
若
虚
舟
觸
人
。
終
無
憾
者
。
學
侶
日
廣
。
千
里
嚮
會

(

�)

。｣
全
體
に
、｢

法
如
行
状｣

を
簡
略
化
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
改
變
を
行
な
っ
て
い
る
點
は
注
目
さ
れ
る
。

ａ.
｢

法
如
行
状｣

の

｢

既
淮
南
化
掩
。
北
遊
中
岳
。
後
居
少
林
寺
。
處
衆
三
年
。
人
不
知
其
量｣

を

｢

隨
方
行
道
。
屬
高
宗
昇

遐
度
人
。
僧
衆
共
薦
興
官
名
。
往
嵩
山
少
林
寺
。
數
年
人
尚
未
測｣

に
改
め
て
い
る
。

ｂ.
｢

法
如
行
状｣
の

｢
四
海
標
領
僧
衆｣

を

｢

都
城
名
徳
惠
端
禪
師
等
人｣

に
改
め
て
、
そ
の
代
表
が

｢

惠
端｣

で
あ
っ
た
こ

と
を
明
示
す
る
。

こ
の
よ
う
に
新
た
な
情
報
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、『

傳
法
寶
紀』

の
編
者
、
杜
朏
が
、
法
如
と
面
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
特
に
ｂ
で
、
法
如
に
開
法
を
求
め
た
代
表
者
を

｢

惠
端
禪
師｣

と
明
示
す
る
の
は
、
杜
朏
自
身
が
當
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗

示
す
る
も
の
で
あ
る
。
實
際
の
と
こ
ろ
、
杜
朏
は
、
神
秀
の
弟
子
、
義
福
の
碑
銘
で
あ
る
嚴
挺
之

(

六
七
三-

七
四
二)

撰

｢

大
唐
故

大
智
禪
師
碑
銘
并
序｣
(

七
三
六
年
、
以
下
、｢

大
智
碑
銘｣
と
略
稱)

に
、

｢

又
於
都
福
先
寺
師
事
朏
法
師
。
廣
習
大
乘
經
論
。
區
析
理
義
。
多
所
通
括
。
以
爲
未
臻
元
極
。
深
求
典
奥

(

�)

。｣

と
述
べ
ら
れ
る

｢

朏
法
師｣

と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
て
お
り

(

�)

、
當
時
、
洛
陽
の
大
福
先
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
彼
も
、
惠
端
と
共
に
少
林
寺
を
訪
ね
た
人
々
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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な
お
、
こ
こ
に
い
う

｢

惠
端
禪
師｣

は
、
同
じ
く
神
秀
の
弟
子
で
、
義
福
と
竝
び
稱
さ
れ
た
普
寂
の
塔
銘
、
李
�(

六
七
八-

七
四

七)
撰

｢

唐
嶽
寺
大
照
和
尚
普
寂
碑｣

(

七
四
二
年
、
以
下
、｢

普
寂
塔
銘｣

と
略
稱)

に
、
そ
の
修
學
過
程
を
述
べ
て
、

｢

時
大
梁
璧
上
人
以
義
解
方
聞
。
敷
演
雲
會
。
遂
聽
法
華
經
唯
識
起
信
等
論
。
巨
石
投
水
。
其
入
甚
多
。
修
坂
走
丸
。
所
適
彌
遠
。

重
依
東
都
端
和
上
受
具
。
轉
奉
南
泉
景
和
上
習
律
。
超
契
心
地
。
忽
見
光
明
。
隨
止
作
行
。
得
親
近
處

(

�)

。｣

と
い
う
中
の

｢

東
都
端
和
上｣
の
こ
と
と
見
ら
れ
て
い
る

(

�)

。

な
お
、
ａ
の

｢

屬
高
宗
昇
遐
度
人
。
僧
衆
共
薦
興
官
名｣

に
つ
い
て
、
柳
田
聖
山
氏
は
、

｢

あ
と
の
文
脈
か
ら
遡
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の
と
き
法
如
は
僧
官
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
少
林
寺
に
隱
れ
た
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。｣

と
い
う
が
、
法
如
の
弟
子
、
元
珪

(

六
四
四-

七
一
六)
の
塔
銘
、
仁
素

(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

大
唐
嵩
岳
閑
居
寺
故
大
�
珪
禪
師
塔
記｣

(

七
二
三
年
、
以
下
、｢

元
珪
塔
記｣

と
略
稱)

に
、

｢

上
元
貳
載
。
孝
敬
崩
。
度
隸
寺
焉

(

�)

。｣

と
い
い
、
同
じ
く
元
珪
に
關
わ
る
智
嚴

(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

大
唐
中
嶽
東
�
居
寺
故
大
�
珪
和
尚
紀
�
幢｣

(

七
二
五
年
、
以
下
、｢

元

珪
紀
�
幢｣

と
略
稱)

に
、
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｢

上
元
中
。
孝
敬
皇
帝
陞
遐
得
度
。
便
配
茲
寺

(

�)

。｣
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
單
に

｢

得
度
し
て
寺
に
名
を
隸
し
た｣

の
意
と
見
る
べ
き
で
あ
る

(

當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
法
如
は
少
林
寺

に
名
を
隸
し
た
は
ず
で
あ
る)

。
恐
ら
く
、｢

興｣

は

｢

與｣

の
誤
り
で
、｢

僧
衆
共
に
薦
め
て
官
名
に
與
か
ら
し
む｣

と
讀
む
べ
き
な
の

で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
法
如
の
得
度
は
、
高
宗
が
崩
御
し
た
弘
道
元
年

(

六
八
三)

、
四
十
六
歳
の
と
き
と
見
る
べ
き
で
、
そ
れ

か
ら
垂
拱
二
年
の
開
法
ま
で
は
、
あ
た
か
も
三
年
と
な
る
。

こ
れ
は
、｢

法
如
行
状｣
が
、
少
林
寺
に
入
っ
た
後
も
、
三
年
間
は
そ
の
力
量
が
充
分
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
と

合
致
す
る
が
、『

傳
法
寶
紀』
は
、
こ
れ
を

｢

數
年｣

に
改
め
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
、
少
林
寺
に
入
る
前
に
既
に
中
原
で
あ
る

程
度
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
改
變
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
先
に
も
引
い
た

｢

元
珪
紀
�
幢｣

に
よ
っ
て
確
認
で
き

る
。
即
ち
、
こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

｢

後
遇
如
大
師
於
敬
愛
寺
。
勤
請
久
之
。
大
師
雖
未
指
授
。
告
以
三
年
。
及
期
。
大
師
果
住
少
林
寺
。
和
尚
與
都
城
大
�
同
造
少

林
。
請
開
禪
要
。
驗
之
先
説
。
信
而
有
徴
。
遂
蒙
啓
發
。
豁
然
會
意
。
萬
相
皆
如
。
圓
�
在
目
。
動
靜
斯
益
。
契
彼
宿
心
。
因
而

歎
曰
。
嘗
聞
千
載
一
遇
。
今
謂
萬
劫
焉
。
大
師
曰
。
自
非
宿
植
。
�
有
斯
鑒
。
然
諸
餘
禪
觀
。
竝
心
想
不
忘
。
入
此
門
者
。
妄
想

永
息
。
大
師
即
黄
梅
忍
大
師
之
上
足
也

(

�)

。｣

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
珪
が
初
め
て
法
如
に
遇
っ
た
の
は
洛
陽
の
敬
愛
寺
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
元
珪
は
法
如
に
教
え
を
請

う
た
が
、
法
如
は
三
年
後
を
期
す
る
よ
う
に
と
説
い
た
。
果
た
し
て
三
年
後
、
洛
陽
の
大
�
た
ち
と
共
に
少
林
寺
に
法
如
を
尋
ね
て
開
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法
を
促
し
た
結
果
、
願
い
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
三
年
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
元
珪
が
法
如
に
出

會
っ
た
の
は
、
法
如
の
得
度
と
相
前
後
す
る
時
期
で
あ
る
。
元
珪
は
、
法
如
よ
り
六
年
後
輩
で
、
こ
の
と
き
四
十
歳
で
あ
っ
た
が
、
既

に
上
元
二
年

(

六
七
五)

、
三
十
一
歳
の
時
に
得
度
し
、
嵩
山
の
閑
居
寺
に
名
を
隸
し
て
い
た
。
法
如
を
推
薦
し
て
得
度
に
與
ら
し
め

た

｢

僧
衆｣
の
中
に
元
珪
が
含
ま
れ
て
い
た
と
見
る
の
は
自
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
が
元
珪
一
人
の
力
で
可
能
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
も
っ
と
影
響
力
の
あ
る
複
數
の
人
々
が
そ
れ
に

關
與
し
た
の
で
あ
ろ
う
が

(

惠
端
、
あ
る
い
は
杜
朏
が
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い)

、
そ
う
し
た
状
況
が
生
み
出

さ
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
何
年
間
か
は
必
要
で
あ
ろ
う
か
ら
、
法
如
が
中
原
に
入
っ
た
の
は
、
六
八
〇
年
前
後
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
法
如
は
、
弘
忍
の
入
寂

(

六
七
四)

の
後
、
し
ば
ら
く
は
雙
峰
山
に
止
ま
り
、
そ
の
後
、
數
年
し
て
中
原
に
出
た

の
で
あ
る
。

法
如
の
開
法
が
大
い
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
に
神
秀
の
二
大
弟
子
と
さ
れ
る
普
寂
と
義
福
が
、
初
め
、
共
に
法
如
に
參
ぜ
ん
と

し
た
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
師
匠
で
あ
っ
た
惠
端
と
杜
朏
の
影
響
が
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
實
際
に
は
、
洛
陽
の
一
部
の
僧
侶
の
間
で
話
題
に
な
っ
た
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

３.

入
寂
と
弟
子

法
如
の
入
寂
に
つ
い
て
は
、｢

法
如
行
状｣

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

自
後
頻
誨
學
人
。
所
疑
咸
速
發
問
。
俄
然
現
疾
。
乃
先
覺
有
徴
爾
。
最
後
一
夜
。
端
坐
樹
下
。
告
以
遺
訓
。
重
明
宗
極
。
顯
七
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日
而
爲
一
劫
。
悟
彈
指
而
震
大
千
。
法
無
去
來
。
延
促
思
盡
。
即
永
昌
元
年
歳
次
己
丑
七
月
二
十
七
日
午
時
。
寂
然
卒
世
。
春
秋

五
十
有
二
。
�
于
少
室
之
原
也
。
諸
受
業
沙
門
。
北
就
高
頂
。
起
塔
置
石
。
優
填
王
釋
迦
像
。
并
累
師
之
行
状
。
勒
在
佛
碑
。
冀

�
奉
廟
庭
。
觀
文
以
自
誡
。
曰

(

�)

。
…
…｣

あ
ら
か
じ
め
自
ら
の
死
期
が
近
い
こ
と
を
知
り
、
弟
子
の
指
導
に
努
め
た
後
、
永
昌
元
年

(

六
八
九)

七
月
二
十
七
日
の
正
午
に
、

五
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

(

こ
こ
で
、
法
如
が
ち
ょ
う
ど
正
午
に
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
自
ら
が
目
の
あ
た
り
に
し

た
弘
忍
の
入
寂
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う)

。
從
っ
て
、
そ
の
布
教
は
、
垂
拱
二
年

(

六
八
六)

に
初
め
て
法
を
説
い
て
か
ら
、
わ
ず
か
三
年

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
滅
後
、
少
室
山
に
建
塔
さ
れ
た
が
、
そ
の
側
に
優
填
王
釋
迦
像
を
刻
ん
だ
石
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ
に
歴
代
祖
師

の
傳
記
も
記
さ
れ
た
と
い
う
。
同
じ

｢
法
如
行
状｣

に
、

｢

即
南
天
竺
三
藏
法
師
菩
提
達
摩
。
紹
隆
此
宗
。
武
歩
東
鄰
之
國
。
傳
曰
。
神
化
幽
�
。
入
魏
傳
可
。
可
傳
粲
。
粲
傳
信
。
信
傳

忍
。
忍
傳
如
。
當
傳
之
不
可
言
者
。
非
曰
其
人
。
孰
能
傳
哉

(

�)

。｣

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
は
、
既
に
達
摩
か
ら
弘
忍
に
至
る
五
代
の
系
譜
は
確
立
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
五
人
の
傳
記
が
記
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
對
し
て
、『

傳
法
寶
紀』

の
記
載
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

｢

至
永
昌
元
年
七
月
。
廼
令
學
人
速
盡
問
疑
。
因
現
以
疾
相
。
於
一
夜
中
。
端
坐
樹
下
。
顧
集
門
人
。
乃
有
遺
訓
。
因
開
明
惠
。
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如
法
傳
授
。
又
曰
。
而
今
已
後
。
當
往
荊
州
玉
泉
寺
秀
禪
師
下
諮
稟
。
遂
寂
然
坐
化
。
春
秋
五
十
二

(

�)

。｣
全
體
と
し
て

｢

法
如
行
状｣

を
簡
略
化
し
た
も
の
と
見
な
せ
る
が
、
杜
朏
に
よ
っ
て
新
た
に
傍
線
部
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
入

寂
に
際
し
て
、
法
如
が
弟
子
た
ち
に
對
し
て
、
今
後
は
神
秀
に
學
ぶ
よ
う
遺
言
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、『

傳
法
寶
紀』

が
、

達
摩

―

慧
可

―

僧
�

―

道
信

―

弘
忍

―

法
如

―

神
秀

と
い
う
系
譜
を
主
張
し
、｢

神
秀
章｣
に
、
神
秀
が
法
如
の
入
滅
を
待
っ
て
初
め
て
開
法
を
行
っ
た
と
し
て
、

｢

及
忍
禪
師
遷
化
。
又
曰
。
先
有
付
囑
。
然
十
餘
年
間
。
尚
未
傳
法
。
自
如
禪
師
滅
後
。
學
徒
不
遠
萬
里
。
歸
我
法
壇
。
遂
開
善

誘
。
隨
機
弘
濟
。
天
下
志
學
。
莫
不
望
會

(

�)

。｣

と
い
う
の
と
呼
應
す
る
た
め
、
東
山
法
門
の
主
宰
者
の
地
位
が
法
如
か
ら
神
秀
へ
と
委
讓
さ
れ
た
と
す
る
自
ら
の
主
張
に
合
わ
せ
る
た

め
に
、
杜
朏
が
創
作
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う

(

�)

。
し
か
し
、
こ
れ
は
事
實
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
掲
の

｢

元
珪
紀
�
幢｣

に
、

｢

永
昌
中
。
大
師
既
歿
。
�
之
荊
府
。
尋
及
嵩
丘

(

�)

。｣
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と
説
く
の
は
、
法
如
の
滅
後
、
一
時
、
元
珪
が
荊
州
の
玉
泉
寺
に
行
き
、
神
秀
に
師
事
し
た
こ
と
を
指
す
に
違
い
な
い
が

(

�)

、
師
と
年
齡

も
さ
ほ
ど
離
れ
て
お
ら
ず
、
開
法
前
か
ら
法
如
に
私
淑
し
、｢

元
珪
紀
�
幢｣

に
、

｢

如
來
在
昔
。
密
授
阿
難
。
自
達
摩
入
魏
。
首
傳
惠
可
。
可
傳
粲
。
粲
傳
信
。
信
傳
忍
。
忍
傳
如
。
至
和
尚
凡
歴
七
代
。
皆
爲
法

主
。
異
世
一
時

(
�)

。｣

と
い
う
よ
う
に
、
後
年
、
そ
の
直
系
を
自
認
し
た
元
珪
が
、
師
の
滅
後
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
神
秀
の
も
と
に
參
じ
た
の
は
、
師
の
指
示
が

あ
っ
た
た
め
と
見
な
く
て
は
理
解
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

ま
た
、
先
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
普
寂
や
義
福
は
、
法
如
の
入
寂
の
後
に
神
秀
に
入
門
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
普
寂
は
、｢

大
照
塔

銘｣

に
、

｢

將
尋
少
林
法
如
禪
師
。
未
臻
止
居
。
已
承
往
化
。
追
攀
不
及
。
感
絶
無
時
。
芥
子
相
投
。
遇
之
莫
遂
。
甘
露
一
注
。
受
之
何
階
。

翌
日
遠
詣
玉
泉
大
通
和
上
。
膜
拜
披
露
。
涕
祈
咨
禀

(
�)

。｣

と
説
く
よ
う
に
、
法
如
に
師
事
し
よ
う
と
し
て
少
林
寺
に
赴
き
な
が
ら
、
そ
の
入
寂
を
聞
い
た
翌
日
に
、
直
ぐ
に
荊
州
玉
泉
寺
に
向
け

て
旅
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
普
寂
の
行
動
も
、
法
如
の
遺
言
を
傳
え
聞
い
た
た
め
と
す
る
と
納
得
が
い
く
。
從
っ
て
、
こ
れ
は
事
實

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
、
杜
朏
は
、
こ
れ
を
、
法
如
の
入
寂
に
立
ち
會
っ
た
或
る
人
物
に
聞
き
、
こ
こ
に
書
き
加
え
た
の
で
あ

る

(

以
下
に
論
ず
る
こ
と
か
ら
推
す
に
、
そ
の
人
物
は
義
福
そ
の
人
と
見
る
べ
き
で
あ
る)
。
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上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
如
の
教
え
を
受
け
た
人
と
し
て
、
惠
端
、
杜
朏
、
元
珪
の
三
人
を
擧
げ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
杜
朏
の
弟
子
で
、
後
に
神
秀
の
二
大
弟
子
の
一
人
と
し
て
有
名
に
な
る
義
福
も
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
法
如
に
師
事

し
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

彼
の
碑
銘
で
あ
る
、｢

大
智
碑
銘｣

に
は
、
神
秀
に
參
ず
る
に
至
っ
た
經
緯
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

時
嵩
嶽
大
師
法
如
。
演
不
思
議
要
用
。
特
生
信
重
。
夕
�
不
遑
。
既
至
而
如
公
遷
謝
。
悵
然
悲
憤
。
追
踐
經
行
者
久
之
。
載
初

歳
。
遂
落
髪
。
具
戒
律
。
行
貞
苦
。
自
爾
分
衞
。
一
食
而
已
。
聞
荊
州
玉
泉
道
場
大
通
禪
師
以
禪
惠
兼
化
。
加
刻
意
誓
行
。
苦
身

勵
節
。
將
投
勝
縁
。
則
席
不
暇
暖
。
願
依
慈
救
。
故
遊
不
滞
方
。
既
謁
大
師
。
率
呈
操
業
。
一
面
盡
敬
。
以
爲
眞
吾
師
也

(

�)

。｣

こ
れ
は
、
先
に
引
い
た

｢

朏
法
師｣
に
師
事
し
た
こ
と
を
述
べ
る
箇
所
に
續
く
部
分
で
あ
り
、
法
如
へ
の
參
問
が
杜
朏
の
影
響
で
あ

る
こ
と
を
強
く
窺
わ
し
め
る
が
、
こ
こ
で

｢
既
至
而
如
公
遷
謝｣

と
い
う
の
は
、｢

大
照
塔
銘｣

の

｢

未
臻
止
居
。
已
承
往
化｣

と
は

異
な
り
、
師
事
し
た
後
、
間
も
な
く
し
て
法
如
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
普
寂
が
法
如
の
入

寂
を
聞
い
た
後
、
直
ち
に
神
秀
に
參
じ
た
の
に
對
し
て
、
義
福
は
、
法
如
の
入
滅
に
當
た
っ
て
、｢

悵
然
悲
憤
。
追
踐
經
行
者
久
之｣

と
い
う
行
動
を
取
り
、
ま
た
、
暫
く
時
間
が
繼
過
し
た
後
、
よ
う
や
く
神
秀
に
參
じ
た
の
で
あ
る

(

な
お
、
法
如
が
上
黨

(

�
州)

の
出

身
で
、
義
福
と
同
郷
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
義
福
の
態
度
に
影
響
を
與
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る)

。

こ
の
ほ
か
、
裴
�(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

皇
唐
嵩
岳
少
林
寺
碑｣

(

七
二
八
年
、
以
下
、｢

少
林
寺
碑｣

と
略
稱)

に
、

｢

復
有
大
師
諱
法
如
。
爲
定
門
之
首
。
傳
燈
妙
理
。
弟
子
惠
超
。
妙
思
奇
拔
。
遠
契
元
蹤
。
文
翰
煥
然
。
宗
途
易
曉

(

�)

。｣

― ―35



と
言
及
さ
れ
る
惠
超

(

生
歿
年
未
詳)

も
法
如
の
弟
子
で
、
し
か
も
、
師
を
繼
い
で
少
林
寺
で
布
教
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

他
に
徴
す
べ
き
資
料
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

惠
端
、
杜
朏
、
元
珪
の
三
人
は
、
法
如
が
洛
陽
に
現
れ
て
間
も
な
い
頃
か
ら
、
そ
の
存
在
に
着
目
し
、
少
林
寺
に
開
法
を
請
い
、
そ

の
教
え
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
で
も
、
最
も
代
表
的
な
弟
子
と
見
做
す
べ
き
は
、
元
珪
で
あ
る
。
彼
は
、
法
如
の
入
寂
後
、

一
時
、
神
秀
に
師
事
し
た
も
の
の
、
結
局
は
、
法
如
の
後
繼
者
と
し
て
の
自
覺
を
強
め
、
以
後
、
嵩
山
の
閑
居
寺

(

�)

や
�
塢
を
中
心
に
布

教
を
行
い
、｢

�
塢
和
尚｣
と
尊
稱
さ
れ
た
。

元
珪
の
影
響
力
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
ら
し
く
、
既
に
掲
げ
た
二
つ
の
碑
銘

｢

元
珪
塔
記｣

、｢

元
珪
紀
�
幢｣

の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

前
者
は
、
開
元
十
一
年

(

七
二
三)
の
七
周
忌
に
建
塔
し
た
際
に
書
か
れ
た
も
の
、
後
者
は
、
そ
の
二
年
後
に
塔
所
に
廟
を
建
て
た
際

に
、
そ
の
�
を
讚
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

(

�)

。

し
か
し
、
か
つ
て
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
碑
文
が
存
在
し
た
。
宋
の
趙
明
誠

(

一
〇
八
一-

一
一
二
九)

が
撰
し
た

『

金
石
録』

卷

六
に
、

｢

第
一
千
八
十
六
唐
珪
禪
師
碑
宋
�
撰
。
并
行
書
。
開
元
二
十
三
年
四
月

(

�)｣

と
記
さ
れ
、
同
じ
く
宋
の
鄭
樵

(

一
一
〇
四-

一
一
六
二)

が
撰
し
た

『

金
石
略』

卷
中
に
、

｢

嵩
山
閑
居
寺
珪
禪
師
碑
開
元
二
十
三
年

(

�)｣
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と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
開
元
四
年

(

七
一
六)

の
入
寂
後
も
、
開
元
二
十
三
年

(

七
三
五)

頃
ま

で
、
元
珪
を
顯
彰
し
よ
う
と
す
る
弟
子
達
の
活
動
が
續
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

元
珪
の
弟
子
と
し
て
は
、｢

元
珪
塔
記｣

を
建
て
た
仁
素

(

生
歿
年
未
詳)

、
元
珪
の
塔
所
に
廟
を
建
立
し
て

｢

元
珪
紀
�
幢｣

を
書

い
た
敬
愛
寺

(
洛
陽)

の
住
僧
、
智
嚴

(

生
歿
年
未
詳)

の
ほ
か
、
崔
�(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

唐
少
林
寺
靈
運
禪
師
功
�
塔
碑
并
序｣

(

七
五
〇
年)

に
、

｢

習
禪
決
於
�
塢
珪
大
師
。
潛
契
密
得
。
以
眞
貫
理

(

�)

。｣

と
記
さ
れ
る
靈
運

(

？-

七
二
九)
等
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４.

元
珪
の
師
承
の
錯
誤
と
神
異
僧
化

上
に
見
た
よ
う
に
、
元
珪
は
法
如
の
最
も
代
表
的
な
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、『

景
徳
傳
燈
録』

(

一
〇
〇
四
年)

の

｢

元
珪
章｣

は
、

｢

嵩
嶽
元
珪
禪
師
伊
闕
人
也
。
姓
李
氏
。
幼
歳
出
家
。
唐
永
淳
二
年
受
具
戒
隷
閑
居
寺
。
習
毘
尼
無
解
。
後
謁
安
國
師
。
印
以
眞

宗
頓
悟
玄
旨
。
遂
卜
廬
於
嶽
之
�
塢

(

�)

。｣

と
、
慧
安
の
弟
子
と
し
、
ま
た
、
史
實
と
は
見
が
た
い
、
元
珪
と
嵩
山
の
神
と
の
間
の
對
論
を
長
々
と
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
原
因
と
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な
っ
て
、
元
珪
の
師
承
と
人
格
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
大
き
な
誤
解
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
、
慧
安
の
傳
記
や
人
物
像
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
論
じ
て
お
き
た
い
。

先
ず
、
元
珪
の
師
承
の
誤
り
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
彼
を
慧
安
の
弟
子
と
す
る
の
は
、『

宋
高
僧
傳』

(

九
八
八
年)

の

｢

元
珪
傳｣

に
、｢

後
悟
少
林
寺
禪
宗
。
大
通
心
要
。
深
入
玄
微

(

�)

。｣

と
い
い
、
一
方
、
慧
安
に
對
し
て
は
、
そ
の
傳
記
の
標
題
を

｢

唐
嵩
嶽
少
林
寺
慧
安
傳｣

と
し
て

(

�)

、
少
林
寺
に
住
し
た
も
の
と
し
て
扱
っ

て
い
る
の
を
結
合
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

(

た
だ
し
、｢

慧
安
傳｣

の
本
文
に
は
少
林
寺
と
の
關
係
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い)

。

こ
の

｢

元
珪
傳｣

の
記
述
は
、｢

元
珪
塔
記｣

に
、

｢

及
少
林
尊
者
開
示
大
乘
。
諮
稟
至
道

(

�)

。｣

と
い
う
の
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、『

宋
高
僧
傳』
の
撰
者
、
贊
寧

(

九
一
九-

一
〇
〇
一)

は
、｢

少
林
尊
者｣

が
法
如

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

｢

元
珪
紀
�
幢｣

の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の

｢

少
林
尊
者｣

が
具
體
的
に
誰
を
指
す
の
か
分

か
ら
ず
、｢

悟
少
林
寺
禪
宗｣

と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
實
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
宋
初
に
は
、
法
如
の
存
在
は
既
に
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
、

慧
安
は
、
神
異
の
人
と
し
て
な
お
名
高
く
、
し
か
も
、
少
林
寺
に
住
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、『

景
徳
傳
燈
録』

は
、
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こ
れ
を
直
ぐ
に
慧
安
と
見
做
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
慧
安
の
碑
文
、
宋
�(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

大
唐
嵩
山
會
善
寺
故
道
安
禪
師
碑
并
序｣

(

七
二
七
年
、
以
下
、｢

道
安
碑
銘｣

と
略
稱)
や
、『

楞
伽
師
資
記』

『

歴
代
法
寶
記』

等
と
い
っ
た
古
い
資
料
は
、
い
ず
れ
も
彼
が
會
善
寺
に
住
し
た
こ
と
を
い
う
の
み
で

あ
っ
て
、
少
林
寺
に
住
し
た
と
い
う
記
載
は
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
、
先
に
掲
げ
た

｢

少
林
寺
碑｣

に
、｢

定
門
の
首｣

と
し
て
法
如
に
言
及
し
つ
つ
、
慧
安
に
觸
れ
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
事
實
が
な
か
っ
た
こ
と
を
證
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

『

宋
高
僧
傳』

で
は
、
慧
安
と
會
善
寺
の
關
係
に
は
全
く
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
い
う

｢

少
林
寺｣

が

｢

會
善
寺｣

の
誤

り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
宋
初
に
は
、｢

嵩
山
の
禪
宗
寺
院
と
い
え
ば
達
摩
の
住
ん
だ
少
林
寺
で
あ
る｣

と
い
う

通
念
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
慧
安
の
住
地
が
嵩
山
で
あ
っ
た
と
す
る
傳
承
か
ら
、
直
ち
に
少
林
寺
と
見
做
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

從
っ
て
、
宇
井
伯
壽
氏
が

｢

老
安
は
少
林
寺
で
寂
し
た
と
あ
る
か
ら
、
會
善
寺
に
も
少
林
寺
に
も
居
た
如
く
で
あ
る

(

�)｣

と
論
じ
た
の

を
初
め
と
し
て
、
現
在
も
多
く
の
學
者
が
、『
宋
高
僧
傳』

や

『

景
徳
傳
燈
録』

に
基
づ
い
て
、
慧
安
が
少
林
寺
に
住
し
た
こ
と
を
認

め
て
い
る
が

(

�)

、
そ
う
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
元
珪
が
慧
安
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
説

(

�)

も
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
嵩
山
の
神
と
の
對
論
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

『

宋
高
僧
傳』

の

｢

元
珪
傳｣

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。『

宋
高
僧
傳』

の

｢

元
珪
傳｣

は
、
そ
の
傳
記
を
結
ぶ
に
當
た
っ
て
、

｢

遂
營
塔
于
嶽
之
東
嶺
。
影
堂
存
于
本
院
後
。
十
二
年
告
成
。
縣
尉
許
籌
追
珪
之
徳
爲
記
焉

(

�)

。｣

と
述
べ
る
か
ら
、
現
存
す
る
許
籌

(

生
歿
年
未
詳)

の

｢

嵩
嶽
珪
禪
師
影
堂
記｣

(
成
立
年
未
詳
、
以
下
、｢

元
珪
影
堂
記｣

と
略
稱)

に
基
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づ
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
元
珪
の
受
戒
の
年
を

｢

元
珪
影
堂
記｣

が

｢

高
宗
代
癸
亥
歳｣

、
即
ち
、
龍
朔
三
年

(

六
六
三)

と
す
る
の
に
對
し
て

『

宋
高
僧
傳』

が
永
淳
二
年

(

六
八
三)

と
す
る
の
は
相
違
す
る
が
、
恐
ら
く
、
こ
れ
は
、｢

癸
亥｣

を

｢

癸
未｣
に
誤
っ
た
た
め
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

｢

元
珪
影
堂
記｣

が
書
か
れ
た
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
作
者
の

｢

晉

東
莱
太
守
劉
將
軍
廟
記

(

�)｣

の
成
立
が
大
中
十
一
年

(

八
五
七)

で
あ
る
か
ら
、
九
世
紀
半
ば
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

｢

元
珪
影
堂
記｣

は
、
そ
の
冒
頭
、

｢

籌
僅
童
知
佛
。
業
儒
雜
老
嚴
。
�
慕
元
空
靡
極
。
營
儒
身
及
進
士
第
。
一
年
尉
告
成
。
明
年
遊
是
嶽
。
謁
律
�
惟
�
上
人
。
引

將
布
覽
。
至
珪
大
師
影
堂
。
�
公
曰
。
子
嘗
識
珪
公
覺
否
。
曰
。
未
。
云
。
珪
公
覺
道
靈
感
。
莫
可
周
名
。
獨
有
嶽
神
爲
大
師
移

植
松
栢
於
東
巖
事
。
碑
塔
所
不
書
。
珪
公
之
誡
。
杜
從
�
也
。
且
佛
説
羣
經
事
。
又
焉
可
徇
珪
公
謙
勝
哉
。
�
欲
頌
之
。
患
辭
不

文
。
子
進
士
也
。
矧
僅
童
知
佛
。
尚
信
珪
公
謙
勝
乎
。
籌
惟
藏
惑
。
偶
得
嵩
陽
居
士
喩
應
眞
與
洛
陽
處
士
陳
惟
復
書
。
言
岳
神
爲

珪
公
植
樹
事
甚
備
。
曰
。
大
師
法
諱
元
珪
。
俗
姓
李
氏
。
伊
闕
縣
人
也
。
太
宗
朝
甲
辰
歳
生
。
高
宗
代
癸
亥
歳
具
戒
。
元
宗
帝
丙

辰
歳
化
滅
。
歴
年
七
十
三
。
始
隸
閑
居
寺
習
律
。
安
少
林
味
禪
。
後
廬
�
塢
。
將
化
。
謂
其
徒
仁
素
曰
。
吾
始
志
閑
居
寺
東
嶺
。

我
滅
。
爾
必
塔
吾
骸
於
茲
。
開
元
十
一
年
。
素
力
允
師
之
志
。
喩
陳
二
高
士
曰

(

�)

。
…
…｣

と
述
べ
た
後
に
、
嵩
山
の
神
と
の
對
論
を
掲
げ
て
い
る
か
ら
、
開
元
中
に
書
か
れ
た
と
い
う
、
嵩
陽
の
居
士
、
喩
應
眞
と
洛
陽
の
處
士
、

陳
惟
と
の
書
状
と
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
元
珪
の
生
涯
を
簡
單
に
述
べ
て
、
弟
子
の
仁
素
に
言
及
し
て
い

る
の
は
、
前
掲
の

｢

元
珪
塔
記｣

に
據
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
許
籌
は
、
嵩
山
の
神
と
の
對
論
な
ど
の
傳
奇
的
な
こ
と
に
つ

い
て
は
、
前
者
に
據
り
、
史
實
に
つ
い
て
は
、
後
者
に
基
づ
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
も
受
戒
の
年
に
違
い
が
見
ら
れ
、
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｢
元
珪
塔
記｣

が
上
元
二
年

(

六
七
五)

と
す
る
の
に
對
し
て
、｢

元
珪
影
堂
記｣

は
、
上
述
の
ご
と
く
龍
朔
三
年
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

龍
朔
三
年
は
、
ち
ょ
う
ど
元
珪
の
二
十
歳
に
當
た
る
か
ら
、
出
家
は
、
當
然
二
十
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
、｢

元
珪
影

堂
記｣
が
勝
手
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
元
珪
と
嵩
山
の
神
と
の
對
論
は
、
も
と
を
質
せ
ば
、
全
て
開
元
年
間

(

七
一
三-

七
四
一)

に
書
か
れ
た
と
い
う

喩
應
眞
と
陳
惟
と
の
書
状
に
由
來
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
元
珪
が
歿
し
た
開
元
四
年
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
、
こ
う
し
た
荒
唐
無
稽
な

説
話
が
既
に
成
立
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
許
籌
は
、｢

開
元
中｣

と
す
る
が
、
實
際
に
は
、
許
籌
の
時
代
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遡
ら

な
い
時
期
、
恐
ら
く
、
八
世
紀
の
末
か
ら
九
世
紀
の
初
め
頃
に
僞
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
民
間
傳
承
を
思
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
元
珪
が
、
か
な
り
後
ま
で
偉
大
な
人
物
と
し
て
民
間
で
崇
拜
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
九
世
紀
の
半
ば
に
、
許
籌
に
よ
っ
て
こ
の
説
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
、｢

元
珪
影
堂
記｣

が
撰
述
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

が
流
布
し
、
更
に
は
、『

宋
高
僧
傳』

や

『
景
徳
傳
燈
録』

に
も
採
用
さ
れ
て
、
元
珪
は
神
異
の
人
と
し
て
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
元
珪
に
與
え
ら
れ
た
、
こ
の
性
格
づ
け
が
、
更
に
慧
安
に
も
投
影
さ
れ
て
、
そ
の
人
間
像
に
も
影
響
を
與

え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
慧
安
の
傳
記
を
檢
討
す
る
際
に
讓
る
こ
と
と
し
た
い
。

５.
『

傳
法
寶
紀』

の
成
立

福
先
寺
朏
法
師
が
、
法
如
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
法
如
の
寂
後
、
朏
法
師
は
還
俗
し
て

｢

杜
朏｣

と
名

の
り
、『

傳
法
寶
紀』

な
ど
の
著
作
を
殘
し
た
わ
け
だ
が
、
杜
朏
は
、『
傳
法
寶
紀』

を
結
ぶ
に
當
た
っ
て
、

｢

昔
嘗
有
知
音
者
。
令
修
此
傳
記
。
今
將
草
潤
絶
筆
。
輒
爲
其
後
論
矣
。
又
如
修
多
羅
説
。
唯
心
直
進
。
直
爲
離
夫
二
邊
乎
。
進
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謂
不
住
三
乘
乎
。
今
大
通
門
人
。
法
棟
無
撓
。
伏
膺
何
遠
。
裹
足
宜
行
。
勉
哉
學
流
。
光
陰
不
棄
也

(

�)

。｣
と
述
べ
、
更
に
、
そ
の
後
に
、
自
身
の
撰
述
と
思
わ
れ
る
神
秀
の
碑
文
、｢

終
南
山
歸
寺

大
通
道
秀
和
上
塔
文｣

を
附
載
し
て
い
る
。

從
っ
て
、『
傳
法
寶
紀』

は
、
古
く
か
ら
の
杜
朏
の
友
人
で
、
現
在
は
神
秀
の
門
下
に
な
っ
て
い
る
或
る
人
物
の
委
矚
に
よ
っ
て
著
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、『

傳
法
寶
紀』

で
は
、
東
山
法
門
の
主
宰
者
の
地
位
が
法
如
か
ら
神
秀

へ
と
委
讓
さ
れ
た
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
、
神
秀
と
と
も
に
法
如
の
地
位
を
尊
重
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
普
寂
と
義
福
と
の
二
人
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

お
そ
ら
く
、
普
寂
・
義
福
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
注
し
た
よ
う
に
、
こ
の
二
人
は
洛
陽
の
福
先
寺
で
朏
法
師
に
參
じ
、

そ
の
指
示
で
嵩
山
に
法
如
に
投
じ
よ
う
と
し
た
が
、
あ
た
か
も
法
如
が
入
滅
し
た
の
で
、
轉
じ
て
玉
泉
寺
に
神
秀
を
訪
ね
た
と
い

う

(

�)

。｣

し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
普
寂
と
義
福
と
で
は
、
法
如
と
の
關
係
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
兩
者
を
同
列
に
扱
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
普
寂
が
朏
法
師

(

杜
朏)

に
參
じ
た
と
す
る
記
録
も
見
出
せ
な
い
ご
と
く
で
あ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
神
會
は
、
普
寂
が
神
秀
の
碑
銘
を
建
て
て
神
秀
を
第
六
代
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
、『

傳
法
寶
紀』

を
書
か
せ

て
法
如
を
第
六
代
と
し
て
い
る
と
批
判
す
る
が
、
こ
の
批
判
は
、
祖
師
と
し
て
の
法
如
の
地
位
を
普
寂
が
認
め
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示

す
る
も
の
で
あ
る
。
實
際
の
と
こ
ろ
、
普
寂
の
影
響
下
に
成
立
し
た
、
李
�
撰

｢

嵩
岳
寺
碑｣

(

成
立
年
未
詳)

は
、
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｢

若
不
以
達
摩
菩
薩
傳
法
於
可
。
可
付
於
�
。
�
受
於
信
。
信
恣
於
忍
。
忍
遺
於
秀
。
秀
鍾
於
今
和
上
寂
。
皆
宴
坐
林
間
。
福
潤

�
内

(

�)

。｣

と
説
き
、
弘
忍
と
神
秀
の
間
に
法
如
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
普
寂
の
意
向
が

『

傳
法
寶
紀』

の
編
纂
に
與
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
對
し
て
、
義
福
は
、
か
つ
て
杜
朏
の
弟
子
で
あ
っ
た
し
、
法
如
に
も
直
接
師
事
し
、
ま
た
、
同
郷
の
先
達
と
し
て
強
い
愛
着

を
懷
い
て
い
た
。
し
か
も
、｢
大
智
碑
銘｣

に
據
れ
ば
、
彼
は
、｢

神
龍
歳｣

(

恐
ら
く
、
神
秀
の
歿
し
た
神
龍
二
年
〈
七
〇
六
〉
を
指
す)

に
嵩
山
の
嵩
岳
寺
か
ら
長
安
に
出
、
そ
の
後
、
終
南
山
の
化
感
寺
に
入
り
、
開
元
十
年

(

七
二
二)

ま
で
、
そ
こ
に
止
ま
り
、
多
く
の

人
々
を
導
い
た
と
い
う
か
ら
、
神
秀
の
碑
文
に
い
う

｢

終
南
山
歸
寺｣

が
ど
こ
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
義
福
と
の
何
ら
か
の
關
係

が
想
定
で
き
る
。
以
上
の
諸
點
か
ら
す
れ
ば
、『

傳
法
寶
紀』

と

｢

終
南
山
歸
寺

大
通
道
秀
和
上
塔
文｣

の
撰
述
は
、
當
然
、
義
福

の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
義
福
に
と
っ
て
は
、
法
如
は
必
ず
し
も
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

法
如
と
關
係
の
深
い
杜
朏
に

『

傳
法
寶
紀』

の
撰
述
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
杜
朏
も
そ
れ
を
快
く
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
普
寂
に
と
っ
て
は
、
師
事
し
た
こ
と
の
な
い
法
如
は
尊
敬
の
對
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。『

傳
法
寶
紀』

の

｢

法
如
章｣

を
書

く
に
當
た
っ
て
、
杜
朏
が

｢

法
如
行
状｣

に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
法
如
に
開
法
を
求
め
た
人
の
代
表
と
し
て
、
普
寂
の
受
戒
の
師
で
あ

る
惠
端
の
名
を
書
き
加
え
た
の
は
、
あ
る
い
は
、
法
如
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
普
寂
へ
の
牽
制
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

法
如
の
活
動
期
間
は
決
し
て
長
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
杜
朏
や
義
福
、
元
珪
な
ど
の
例
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
出
會
っ

た
人
々
全
て
に
強
い
印
象
を
殘
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
説
く
東
山
法
門
の
教
え
が
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
斬
新
な
も
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の
で
あ
り
、
そ
の
教
え
が
彼
の
人
格
に
體
現
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
法
如
が
放
っ
た
強
烈
な
存
在
感
が
、
や
が
て
、
同
じ
く
弘

忍
門
下
の
同
學
で
あ
る
慧
安
や
神
秀
へ
の
注
目
と
な
り
、
彼
ら
の
入
京
へ
と
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
世
、
そ
の
存
在
が
完
全
に

忘
れ
去
ら
れ
た
と
は
い
え
、
禪
宗
史
に
お
け
る
法
如
の
意
義
は
、
こ
の
上
も
な
く
重
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

註

(

１)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
八
九
頁
。

(

２)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
八
七-

四
八
八
頁
。

(

３)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』
三
九
〇
頁
。

(

４)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
〇
頁
。

(

５)

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』

一
一
〇
頁
。

(

６)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅱ』

九
九
頁
。

(

７)

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』

三
一-

三
二
頁
。

(

８)

實
際
に
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、『

傳
法
寶
紀』

は
、
義
福
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
師
で
あ
っ
た
杜
朏
が
著
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

普
寂
と
は
無
關
係
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
洪
修
平
氏
は
、『

禪
宗
思
想
的
形
成
與
發
展』

(

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

に
お

い
て
、
こ
の
神
會
の
言
葉
を
文
字
通
り
事
實
と
受
け
取
り
、『
傳
法
寶
紀』

は
神
秀
門
下
の
作
で
あ
り
、
神
秀
門
下
も
法
如
を
六
祖
と
認
め

て
い
た
と
し
、
こ
れ
は
、
南
北
對
立
以
前
の
弘
忍
の
弟
子
の
相
互
容
認
併
存
關
係
を
示
す
と
論
ず
る
が

(

一
五
一
頁)

、
後
に
論
ず
る
よ
う

に
、
神
秀
門
下
に
お
い
て
も
、
普
寂
と
義
福
と
で
は
、
法
如
に
對
す
る
態
度
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
、
特
に
普
寂
は
、
法
如
を
�
師
と
は

認
め
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
弘
忍
の
弟
子
た
ち
が
相
互
に
協
力
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
後
に
論
ず
る
ご
と
く
事
實
で
あ
る
が
、
孫
弟
子

の
代
に
な
る
と
種
々
の
點
で
立
場
の
相
違
が
顯
在
化
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

(

９)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
八
八-

四
八
九
頁
。
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(
�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
〇
頁
。

(
�)

『

全
唐
文』

二
八
〇
。

(

�)
柳
田
聖
山

｢

傳
法
寶
紀
と
そ
の
作
者｣

(
｢

禪
學
研
究｣

五
三
、
一
九
六
三
年)

六
六
頁
。

(

�)

、『

全
唐
文』

二
六
二
、
氣
賀
澤
三
四
三
六
。

(

�)

前
掲

『
初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
六
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
四
頁
。

(

�)

周
紹
良
・
趙
超

『
唐
代
墓
誌
彙
編』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

開
元
一
七
〇
、
氣
賀
澤
二
八
四
九
。

(

	)

陳
尚
君

『

全
唐
文
補
編』

(

中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年)

三
〇
。

(


)

前
掲

『

全
唐
文
補
編』

三
〇
。

(

�)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』
四
八
九
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』
四
八
八
頁
。

(

)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
〇
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
六
頁
。

(

�)

現
に
、
小
川
隆
氏
は
、
こ
の
法
如
の
遺
命
を

｢
創
作｣

と
見
做
し
、｢

法
如
系
で
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
達
摩
禪
の
傳
統
を
、
神
秀
―
普
寂

系
に
と
り
こ
む
意
圖
を
も
っ
て
い
る
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か｣

と
論
じ
て
い
る

(｢

初
期
禪
宗
形
成
史
の
一
側
面
―
普
寂
と

｢

嵩
山
法

門｣｣

〈｢

駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集｣

二
〇
、
一
九
八
九
年
〉
三
一
八
頁)

。

一
方
、
こ
れ
に
對
し
て
印
順
氏
は
、『

傳
法
寶
紀』

の
こ
れ
ら
の
記
述
全
て
を
そ
の
ま
ま
事
實
と
認
め
、
法
如
が
入
滅
し
て
、
あ
た
か
も

兄
か
死
ん
で
弟
が
嗣
ぐ
よ
う
に
神
秀
が
開
法
し
始
め
た
と
す
る

(『
中
國
禪
宗
史
―
從
印
度
禪
到
中
華
禪』

〈
正
聞
出
版
社
、
一
九
七
一
年
〉

一
三
六-

一
三
七
頁)

。
更
に
、
袁
�
領
氏
に
至
っ
て
は
、｢

法
如
は
神
秀
の
同
學
で
あ
る
が
、
神
秀
が
法
如
か
ら
も
法
を
受
け
た
こ
と
は
事

實
と
見
る
べ
き
で
あ
る｣

と
ま
で
主
張
し
て
い
る

(｢

法
如
神
秀
與
北
宗
禪
的
肇
始｣

〈｢

敦
煌
研
究｣

六
七
、
二
〇
〇
一
年
〉
七
二
頁)

。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
杜
朏
の
立
場
や

『

傳
法
寶
紀』

の
資
料
と
し
て
の
性
格
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
從
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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(
�)

前
掲

『

全
唐
文
補
編』

三
〇
。

(
�)
現
に
�
兆
光
氏
や
楊
曾
文
氏
も
、
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
前
掲

『

中
國
禪
思
想
史
―
從
６
世
紀
到
９
世
紀』

一
二
〇
頁
、
前
掲

『

唐

五
代
禪
宗
史』

八
七
頁
を
參
照
。

(

�)

前
掲

『
全
唐
文
補
編』

三
〇
。

(

�)

こ
こ
に
神
秀
の
名
を
明
示
し
な
い
の
は
、
明
ら
か
に
、｢

法
如
の
弟
子｣

と
し
て
の
自
覺
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
も
そ
も
荊
州
に
往
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
必
要
も
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
敢
え
て
そ
れ
を
記
し
た
の
は
、
そ

れ
が
法
如
の
遺
命
に
從
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。

(

�)
『

全
唐
文』

二
六
二
、
氣
賀
澤
三
四
三
六
。

(

�)
『

全
唐
文』

二
八
〇
。

(

	)
『

全
唐
文』

二
七
九
。

(


)

李
�
撰

｢

嵩
岳
寺
碑｣

(

成
立
年
未
詳
。『

全
唐
文』

二
六
三)

で
は
、｢

閑
居
寺｣

は
嵩
岳
寺
の
古
名
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
北
魏
の

孝
明
帝
の
離
宮
を
正
光
元
年

(

五
二
〇)
に
寺
と
し
た
の
が
閑
居
寺
で
、
そ
の
後
、
隋
の
仁
壽
元
年

(

六
〇
一)

に

｢

嵩
岳
寺｣

と
改
め
ら

れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
玄
奘

(

六
〇
〇
？-
六
六
四)

の

｢

請
入
少
林
寺
翻
譯
表｣

(

六
五
七
年
。『

全
唐
文』

九
〇
六)

で
も
、
嵩
山
の

代
表
的
な
寺
と
し
て
少
林
寺
と
竝
ん
で

｢

�
居
寺｣
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
も
、
嵩
岳
寺
と
閑
居
寺
が
併
存
し
た
こ
と
は
疑
え

な
い
。
思
う
に
、｢

元
珪
紀

幢｣

に

｢

東
�
居
寺｣
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
唐
代
の
閑
居
寺
は
、
實
際
に
は
、
東
閑
居
寺
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
名
前
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
寺
は
、
も
と
も
と
閑
居
寺
の
東
に
位
置
し
た
古
刹
で
あ
ろ
う
が
、
閑
居
寺
が
嵩
岳
寺
と
改
め

ら
れ
た
め
、
今
度
は
、
こ
の
寺
が

｢

閑
居
寺｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)

弟
子
の
智
嚴
が
こ
の
碑
文
を
撰
し
た
開
元
十
三
年
は
、
李
�
撰

｢
普
寂
塔
銘｣

に
よ
れ
ば
、
普
寂
が
敕
命
で
洛
陽
の
大
敬
愛
寺
に
住
し
た

年
で
も
あ
る
。
智
嚴
は
、
こ
の
大
敬
愛
寺
の
住
僧
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
に
よ
る
元
珪
の
顯
彰
活
動
が
、
こ
の
事
實
と
關
係
す
る
も
の
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
智
嚴
に
は
、
法
如
を
重
ん
じ
な
い
普
寂
へ
の
反
撥
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

�)
『

石
刻
史
料
新
編

第
一
輯』

(

新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
八
二
年)

第
一
二
卷
、
八
八
三
四
頁
。
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(
�)

前
掲

『

石
刻
史
料
新
編

第
一
輯』

第
二
四
卷
、
一
八
〇
四
七
頁
。

(
�)

『

全
唐
文』

三
〇
三
、
氣
賀
澤
三
六
七
九
。

(

�)
大
正
藏
五
一
、
二
三
三
中
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
八
中
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中
。

(

�)
『

全
唐
文』
九
一
二
、
氣
賀
澤
二
八
四
九
。

(

�)

前
掲

『

禪
宗
史
研
究』

一
五
一
頁
。

(

	)

柳
田
聖
山
、
楊
曾
文
、
葛
兆
光
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
レ
ー
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
等
の
諸
氏
は
、
い

ず
れ
も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

三
九
頁
、
前
掲

『

中
國
禪
思
想
史
―
從
６
世
紀
到
９
世
紀』

一
二
二
頁
、

前
掲『

唐
五
代
禪
宗
史』

一
三
五
頁
、John
R
.
M
cR
ae,

T
h

e
N

o
rth

e
rn

S
c
h

o
o

l
a

n
d

th
e

F
o

rm
a

tio
n

o
f

E
a

rly
C

h
'
a

n
B

u
d

d
h

is
m

(H
onolulu

:
U
niversity

of
H
aw
aii
P
ress,

1986),
p.57,

B
ernard

F
aure,

T
h

e
W

ill
to

O
rth

o
d

o
x

y
:

A
C

ritic
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e
n
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g
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o
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rth
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rn

C
h
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n
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d
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h
is
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ress,
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John
Jorgensen,

In
v
e
n
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g

H
u

i-

n
e
n

g
,

th
e

S
ix

th
P

a
tria

rc
h

:
H

a
g

io
g

ra
p

h
y

a
n

d
B

io
g

ra
p

h
y

in
E

a
rly

C
h
'

a
n
(L
eiden

&
B
oston

:
B
rill,
2005),

p.50

等
を

參
照
。

(


)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

七
一
頁
、
椎
名
宏
雄

｢

嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禪
の
展
開｣

(
｢

宗
學
研
究｣

一
〇
、
一
九
六
八
年)

一

七
六-

一
七
九
頁
等
を
參
照
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
九
中
。
な
お
、
こ
こ
に

｢

十
二
年
告
成｣
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う

｢

影
堂｣

が

｢

元
珪
紀
�
幢｣

に
い
う

｢

廟｣

と
同
じ
も
の
だ
と
す
れ
ば
、｢

元
珪
紀
�
幢｣

は
、
こ
の
廟
の
建
立
に
合
わ
せ
て
開
元
十
三
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、｢

十
三
年

告
成｣

の
誤
り
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

)
『

全
唐
文』

七
九
〇
。

(

�)
『

全
唐
文』

七
九
〇
。
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(
�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

四
二
四
頁
。

(
�)

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

四
二
五
頁
。
ま
た
、
前
掲

｢

傳
法
寶
紀
と
そ
の
作
者｣

七
〇
頁
に
も
同
樣
の
主
張
が
見
え
る
。

(

�)
『

全
唐
文』

二
六
三
。

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
東
山
法
門

弘
忍

法
如

元
珪

杜
朏
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